
Cisco UCS Central ストレージ管理ガイド、リリース 1.5
初版：2016年 07月 29日

最終更新：2016年 08月 11日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255 （フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/ ）
をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきま

しては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容

については米国サイトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販

売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨

事項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用

は、すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェアライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡く
ださい。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version
of the UNIX operating system.All rights reserved.Copyright © 1981, Regents of the University of California.

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコお

よび上記供給者は、商品性や特定の目的への適合性、権利を侵害しないことに関する、あるいは、取り扱い、使用、または取引慣行によって発生するあらゆる保証に

関して、明示的、黙示的を問わず責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、

間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わないものと

します。

このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示すものではありません。マニュアル内の例、コマンド出力、ネット
ワークトポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際の IPアドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは
意図的なものではなく、偶然の一致によるものです。

Ciscoおよび Ciscoロゴは、シスコや米国および他の国の関連会社の商標です。シスコの商標の一覧は、http://www.cisco.com/go/trademarksで参照できま
す。本書に記載されているサードパーティの商標は、それぞれの所有者の財産です。「パートナー」という用語の使用はシスコと他社との間のパートナーシップ関係

を意味するものではありません（1110R）。

© 2016 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

http://www.cisco.com/go/trademarks


目次

はじめに vii

対象読者 vii

表記法 vii

Cisco UCSの関連ドキュメント ix

マニュアルに関するフィードバック ix

概要 1

概要 1

Cisco UCS Centralユーザマニュアルリファレンス 1

ポートとポートチャネル 3

サーバポートとアップリンクポート 3

ユニファイドポート 4

ユニファイドストレージポート 5

ユニファイドアップリンクポート 5

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポート 6

ポートモード 7

ポートモード変更によるデータトラフィックへの影響 7

ポートロール 8

ユニファイドポートの設定に関するガイドライン 9

ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポートの設定に

関する注意およびガイドライン 10

ユニファイドポートの設定 11

ポートの設定 11

アプライアンスポートの設定 13

FCoEストレージポートの設定 14

FCoEアップリンクポートの設定 15

サーバポートの設定 16

Cisco UCS Central ストレージ管理ガイド、リリース 1.5    
iii



アップリンクポートの設定 17

FCストレージポートの設定 18

FCアップリンクポートの設定 18

スケーラビリティポートとブレイクアウトポート 19

設定済みポートの管理 21

ポートチャネルの作成 22

イーサネットポートチャネルの作成または編集 22

FCポートチャネルの作成または編集 23

FCoEポートチャネルの作成または編集 24

アプライアンスポートチャネルの作成または編集 24

ピングループ 25

ピングループの作成 26

ファイバチャネルスイッチングモード 27

ファイバチャネルスイッチングモードの設定 28

ポート設定ステータスの表示 29

ポート設定の障害 29

グローバル VSAN 31

グローバル VSAN 31

VSANの作成または編集 31

vHBA管理 35

vHBAテンプレート 35

vHBA冗長性テンプレートのペア 35

vHBAテンプレートの作成または編集 36

ホストインターフェイス配置ポリシー 37

ホストインターフェイス配置ポリシーの作成または編集 37

ストレージプール 39

WWNプール 39

WWNプールの作成または編集 40

プールの削除 41

ストレージポリシー 43

ファイバチャネルアダプタポリシー 43

ファイバチャネルアダプタポリシーの作成または編集 44

   Cisco UCS Central ストレージ管理ガイド、リリース 1.5
iv

目次



ID範囲アクセス制御ポリシー 45

ID範囲アクセス制御ポリシーの作成または編集 45

SAN接続ポリシー 45

SAN接続ポリシーの作成または編集 46

ストレージ接続ポリシー 46

ストレージ接続ポリシーの作成または編集 46

ファイバチャネルゾーニング 47

ゾーニングの設定 48

直接接続ストレージ 48

直接接続ストレージの設定 48

シャーシプロファイルとテンプレート 51

Cisco UCS C3260ストレージサーバについて 51

シャーシプロファイル 52

シャーシプロファイルに関するガイドラインと推奨事項 52

シャーシプロファイルテンプレートの作成または編集 53

テンプレートからのシャーシプロファイルの作成 54

シャーシプロファイルへのシャーシの手動割り当て 54

シャーシプロファイルテンプレートの詳細 55

テンプレートテーブル 55

シャーシプロファイルの詳細 55

ローカルシャーシプロファイル 56

プロファイルテーブル 57

シャーシインベントリ 57

ストレージシャーシビュー 58

シャーシプロファイル設定ステータスの表示 59

シャーシプロファイルの障害 59

シャーシプロファイルインベントリの障害 60

シャーシディスカバリポリシー 60

シャーシディスカバリポリシーの設定 61

シャーシメンテナンスポリシー 61

シャーシメンテナンスポリシーの作成または編集 61

シャーシファームウェアパッケージポリシー 62

Cisco UCS Central ストレージ管理ガイド、リリース 1.5    
v

目次



シャーシファームウェアパッケージポリシーの作成または編集 62

ディスクゾーン分割ポリシー 63

ディスクゾーン分割ポリシーの作成または編集 64

システム IO設定ステータスの表示 64

ストレージプロファイル 67

ストレージプロファイル 67

仮想ドライブ 68

仮想ドライブの命名 69

RAIDレベル 70

サポートされている LUNの変更 71

サポートされていない LUNの変更 71

LUNの参照解除 72

ストレージプロファイルの作成または編集 73

ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー 74

ディスクグループ設定ポリシーの作成または編集 74

   Cisco UCS Central ストレージ管理ガイド、リリース 1.5
vi

目次



はじめに

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, ix ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、このフォントで示しています。

CLIコマンド内の変数は、このフォントで示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、『Cisco UCS B-Series Servers Documentation
Roadmap』（URL:http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc）を参照してください。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用のUCSManagerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアのバージョン
と UCS Managerのバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS Software』を参
照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLmailto:ucs-docfeedback@cisco.comドキュメント内のフィードバックフォーム
よりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

概要

• 概要, 1 ページ

• Cisco UCS Centralユーザマニュアルリファレンス, 1 ページ

概要
このガイドでは、Cisco UCS Centralのストレージ管理で使用される次のコンポーネントの概念お
よび動作に関する情報を提供しています。

•ポートとポートチャネル

• SANと VSAN

• vHBA

•ストレージプール

•ストレージポリシー

•ストレージプロファイル

Cisco UCS Centralユーザマニュアルリファレンス
Cisco UCS Centralでは、Cisco UCS Centralを理解して設定するために、使用例に基づく次のよう
なドキュメントが用意されています。

Cisco UCS Central ストレージ管理ガイド、リリース 1.5    
1



説明ガイド

Cisco UCSインフラストラクチャ、Cisco UCS
Manager、および Cisco UCS Centralについて、
簡単な説明をしています。HTML5 UIの概要、
Cisco UCSドメインの Cisco UCS Centralへの登
録方法、およびライセンスのアクティベート方

法に関する説明が含まれています。

『Cisco UCS Central Getting Started Guide』

ユーザ管理、通信、ファームウェア管理、バッ

クアップ管理、および Smart Call Homeなどの
管理タスクに関する情報を提供しています。

『Cisco UCS Central Administration Guide』

パスワード、ユーザとロール、RBAC、
TACACS+、RADIUS、LDAP、および SNMPな
どの認証タスクに関する情報を提供していま

す。

『Cisco UCS Central Authentication Guide』

装置ポリシー、物理インベントリ、サービスプ

ロファイルとテンプレート、サーバプール、

サーバブート、およびサーバポリシーなどの

サーバ管理に関する情報を提供しています。

『Cisco UCS Central Server Management Guide』

ポートとポートチャネル、VSANと vHBA管
理、ストレージプール、ストレージポリシー、

ストレージプロファイル、ディスクグループ、

およびディスクグループ設定などのストレージ

管理に関する情報を提供しています。

『Cisco UCS Central StorageManagement Guide』

ポートとポートチャネル、VLANと vNIC管
理、ネットワークプール、およびネットワーク

ポリシーなどのネットワーク管理に関する情報

を提供しています。

『CiscoUCSCentral NetworkManagementGuide』

小規模、中規模、および大規模な導入における

ドメイングループの、セットアップ、設定、

および管理のベストプラクティスを提供してい

ます。

『Cisco UCS Central Operations Guide』

Cisco UCS Centralで生じる一般的な問題への対
処方法について説明しています。

『Cisco UCS Central Troubleshooting Guide』
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ポートとポートチャネル

• サーバポートとアップリンクポート, 3 ページ

• ユニファイドポート, 4 ページ

• Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポート, 6 ページ

• ポートモード, 7 ページ

• ポートロール, 8 ページ

• ユニファイドポートの設定に関するガイドライン, 9 ページ

• ユニファイドポートの設定, 11 ページ

• ポートの設定, 11 ページ

• スケーラビリティポートとブレイクアウトポート, 19 ページ

• 設定済みポートの管理, 21 ページ

• ポートチャネルの作成, 22 ページ

• ピングループ, 25 ページ

• ファイバチャネルスイッチングモード, 27 ページ

• ポート設定ステータスの表示, 29 ページ

• ポート設定の障害, 29 ページ

サーバポートとアップリンクポート
各ファブリックインターコネクトには、次のポートタイプを含めることができます。
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サーバポート

サーバポートは、ファブリックインターコネクトとサーバ上のアダプタカードとの間の

データトラフィックを処理します。

設定できるのは固定ポートモジュールのサーバポートだけです。拡張モジュールにはサー

バポートは含まれません。

アップリンクのイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートは、ファブリックインターコネクトと次のレイヤのネッ

トワークとの間のイーサネットトラフィックを処理します。ネットワークへ送信されるイー

サネットトラフィックはすべてこれらのポートのいずれかに割り当てられます。

イーサネットポートはデフォルトでは未設定ですが、次の方法で機能するように設定でき

ます。

•アップリンク

• FCoE

•アプライアンス

固定モジュールまたは拡張モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。

アップリンクファイバチャネルポート

アップリンクファイバチャネルポートは、ファブリックインターコネクトとストレージ

エリアネットワークの次のレイヤとの間のFCoEトラフィックを処理します。ネットワーク
へ送信されるFCoEトラフィックはすべてこれらのポートのいずれかに割り当てられます。

ファイバチャネルポートはデフォルトでアップリンクに設定されていますが、ファイバ

チャネルストレージポートとして機能するように設定できます。これは、CiscoUCSで、直
接接続ストレージ(DAS)デバイスへの接続が必要な場合に便利です。

設定できるのは拡張モジュールのアップリンクファイバチャネルポートだけです。固定モ

ジュールには、アップリンクファイバチャネルポートは含まれません。

ユニファイドポート
ユニファイドポートは、イーサネットまたはファイバチャネルのいずれかのトラフィックを伝送

するように設定できます。これらのポートは予約されていません。Cisco UCSドメインでは、こ
れらのポートを設定するまで使用できません。

次のファブリックインターコネクト上のすべてのポートは統合されます。

• Cisco UCS 6248 UPファブリックインターコネクト

• Cisco UCS 6296 UPファブリックインターコネクト

• Cisco UCS 6324 Fabric Interconnect
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• Cisco UCS 6332-16UPファブリックインターコネクト

ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設

定されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中

断されることがあります。ポートは設定後に無効にできます。

（注）

ユニファイドストレージポート

ユニファイドストレージは、イーサネットストレージインターフェイスおよび FCoEストレージ
インターフェイスと同じ物理ポートを構成しています。アプライアンスポートまたは FCoEスト
レージポートを固定モジュールまたは拡張モジュールのユニファイドストレージポートとして

設定できます。ユニファイドストレージポートを設定するには、ファブリックインターコネク

トをファイバチャネルスイッチングモードにする必要があります。

ユニファイドストレージポートでは、個々の FCoEストレージまたはアプライアンスインター
フェイスをイネーブルまたはディセーブルにできます。

•ユニファイドストレージポートでは、アプライアンスポートに対してデフォルト以外の
VLANが指定されていない場合、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドストレージポート
のネイティブ VLANとして割り当てられます。アプライアンスポートにデフォルト以外の
ネイティブ VLANがネイティブ VLANとして指定されている場合、それがユニファイドス
トレージポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。

•アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理
ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ

でアプライアンスインターフェイスをディセーブルにすると、FCoEストレージが物理ポー
トとともにダウン状態となります。これは、FCoEストレージがイネーブルになっている場
合でも同様です。

• FCoEストレージインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する
VFCがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ
ポートでFCoEストレージインターフェイスをディセーブルにした場合、アプライアンスイ
ンターフェイスは正常に動作し続けます。

ユニファイドアップリンクポート

同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定した場
合、それらはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。FCoEまたはイーサネットイン
ターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する VFCがイネーブル
またはディセーブルになります。
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•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポート
がイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成している

物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします（FCoE
アップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリンクをディ
セーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクがイネーブルであ
れば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常に動作することが
できます。

Cisco UCS 6300 シリーズファブリックインターコネクト
のポート

Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectには、UCS Mini用Cisco UCS 6324 Fabric Interconnect
（Cisco UCS Managerリリース 3.0）と Cisco UCS 6332/6332-16UPファブリックインターコネクト
（Cisco UCS Managerリリース 3.1）が含まれています。

次の表に、Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectにおけるポートの使用をまとめます。

Cisco UCS 6332-16UPCisco UCS 6332Cisco UCS 6324（Cisco
UCS Mini）

ファブリックインター

コネクト名：

40ポートファブリック
インターコネクト

32ポートファブリック
インターコネクト

4個のユニファイド
ポートと 1個のスケー
ラビリティポートを持

つファブリックイン

ターコネクト

説明：

6（ポート 35～ 40）6（ポート 17～ 32）—固定 40 GBインター
フェイスの数：

ポート 17～ 34（ブレ
イクアウトケーブルを

使用）

ポート 5～ 26（ブレイ
クアウトケーブルを使

用）

すべて（All）1 GB/10 GBインター
フェイスの数（インス

トールされている SFP
モジュールによって異

なる）

ポート 1～ 16なし4ユニファイドポート

（8Gb/s、FC、FCoE）
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Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectでは、ポートのブレイクアウト機能がサポートされ
ます。40 Gポートを 4つの 10 Gポートに変換する方法については、スケーラビリティポート
とブレイクアウトポート, （19ページ）を参照してください。

（注）

ポートモード
ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファイ

バチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ファブリックインターコネクトは自

動的にポートモードを検出しません。Cisco UCS Centralでポートモードを設定します。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定は削除され、新しい論理ポートに置き換えられま

す。VLANや VSANなど、そのポートの設定に関連付けられているオブジェクトはすべて削除さ
れます。ユニファイドポートでポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートモード変更によるデータトラフィックへの影響

ポートモードの変更は、Cisco UCSドメインのデータトラフィックへの割り込みを引き起こす場
合があります。割り込みの長さや影響を受けるトラフィックは、Cisco UCSドメインの設定およ
びポートモード変更を行ったモジュールに依存します。

システム変更中のトラフィックの中断を最小限にするには、固定と拡張モジュールにファイバ

チャネルアップリンクポートチャネルを形成します。

ヒント

ポートモード変更の拡張モジュールへの影響

拡張モジュールのポートモードの変更後、モジュールを再起動します。拡張モジュールのポート

を通過するすべてのトラフィックは、モジュールのリブート中に約 1分間中断します。

ポートモード変更のクラスタ設定の固定モジュールへの影響

クラスタ設定には 2個のファブリックインターコネクトがあります。固定モジュールへのポート
変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。データトラフィックの影響

は、1つのファブリックインターコネクトに障害が発生したときにもう一方にフェールオーバー
するようサーバ vNICを設定したかどうかに左右されます。

1つのファブリックインターコネクトの拡張モジュール上のポートモードを変更し、第 2のファ
ブリックインターコネクトのポートモードを変更する前のリブートを待つ場合、次のことが発生

します。

•サーバ vNICのフェールオーバーでは、トラフィックは他のファブリックインターコネクト
にフェールオーバーし、中断は発生しません。
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•サーバ vNICのフェールオーバーがない場合、ポートモードを変更したファブリックイン
ターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクト

がリブートする約 8分間中断されます。

両方のファブリックインターコネクトの固定モジュールのポートモードを同時に変更すると、

ファブリックインターコネクトによるすべてのデータトラフィックが、ファブリックインター

コネクトがリブートする約 8分間中断されます。

ポートモード変更のスタンドアロン設定の固定モジュールへの影響

スタンドアロン設定にはファブリックインターコネクトが 1つだけあります。固定モジュールへ
のポート変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。ファブリックイン

ターコネクトによるすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクトがリブート

する約 8分間中断されます。

ポートロール
ポートロールは、ユニファイドポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義しま

す。

リストされている全ポートロールは、固定および拡張モジュールで構成可能です。これには、

6200以降のシリーズのファブリックインターコネクト拡張モジュールで設定できるサーバポー
トが含まれます。

イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートは、デフォルトでアップリンクイー

サネットポートロールに設定されます。ファイバチャネル（FC）ポートモードに変更されたユ
ニファイドポートは、FCアップリンクポートロールに設定されます。FCポートの設定を解除す
ることはできません。

ポートロール変更時のリブートは不要です。

ポートモードをイーサネットに設定すると、次のポートロールを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

• FCoEストレージポート

• FCoEアップリンクポート

•アプライアンスポート

ポートモードを FCに設定すると、次のポートロールを設定できます。

• FCアップリンクポート

• FCストレージポート
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ユニファイドポートの設定に関するガイドライン
ユニファイドポートを設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。

ハードウェアとソフトウェアの要件

ユニファイドポートは、6100シリーズのファブリックインターコネクトではサポートされませ
ん。

ポートモードの設定

Cisco UCS Central GUIインターフェイスは、スライダを使用して固定または拡張モジュールのユ
ニファイドポートのポートモードを設定するので、ユニファイドポートへのポートモードの割

り当て方法を制限する次の制約事項が自動的に適用されます。CiscoUCSCentralCLIインターフェ
イスを使用する場合は、トランザクションをシステム設定にコミットするときに次の制約事項が

適用されます。ポートモードの設定が次の制約事項のいずれかに違反している場合、Cisco UCS
Central CLIによってエラーが表示されます。

•イーサネットポートがブロックにグループ化されていること。各モジュールについて（固定
または拡張）、イーサネットポートブロックは最初のポートから開始し、偶数ポートで終

了する必要があります。

•ファイバチャネルポートがブロックにグループ化されていること。各モジュールについて
（固定または拡張）、ファイバチャネルポートブロックは、最後のイーサネットポートの

後ろにブロックの 1番目のポートが続き、その後ろにモジュール内の残りのポートが含まれ
ている必要があります。ファイバチャネルポートだけを含む設定では、ファイバチャネル

ブロックは、固定または拡張モジュールの 1番目のポートから開始する必要があります。

•イーサネットおよびファイバチャネルポートの交替は、単一モジュール上ではサポートさ
れていません。

有効な設定例：固定モジュールのユニファイドポート 1～ 16がイーサネットポートモードに設
定され、ポート 17～ 32がファイバチャネルポートモードに設定されている。拡張モジュール
では、ポート 1～ 4をイーサネットポートモードに設定し、ポート 5～ 16をファイバチャネル
モードに設定できます。このポート割り当ては各個別モジュールの規則に準拠しているため、ポー

トタイプ（イーサネットポートとファイバチャネルポート）の交替に関する規則に違反してい

ません。

無効な設定例：ポート 16から始まるファイバチャネルポートのブロックが含まれている。ポー
トの各ブロックは奇数ポートから開始する必要があるため、ポート17からブロックを開始しなけ
ればなりません。
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各ファブリックインターコネクトで設定可能なアップリンクイーサネットポートおよびアッ

プリンクイーサネットポートチャネルメンバの総数は、最大 31に制限されています。この
制限には、拡張モジュールで設定されるアップリンクイーサネットポートおよびアップリン

クイーサネットポートチャネルメンバも含まれます。

6300シリーズファブリックインターコネクトの 40 GBポートでは、拡張モジュール設定はサ
ポートされていません。

（注）

ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポー

トの設定に関する注意およびガイドライン

以下は、ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートを使用する際に従

うべき注意事項とガイドラインです。

• FCoEおよびユニファイドアップリンクポートでデフォルトでないネイティブVLANを設定
する必要があります。この VLANは、トラフィックには使用されません。Cisco UCS Central
はこの目的のために、既存の fcoe-storage-native-vlanを再利用します。この
fcoe-storage-native-vlanは、FCoEおよびユニファイドアップリンクでネイティブ VLANとし
て使用されます。

•ユニファイドアップリンクポートでは、イーサネットアップリンクポートにデフォルト以
外の VLANが指定されていない場合、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドアップリンク
ポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。イーサネットポートにデフォルト以
外のネイティブ VLANがネイティブ VLANとして指定されている場合、それがユニファイ
ドアップリンクポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。

•イーサネットポートチャネル下でメンバポートを作成または削除すると、CiscoUCSCentral
は FCoEポートチャネル下で自動的にメンバポートを作成または削除します。FCoEポート
チャネルでメンバポートを作成または削除する場合も同じことが起こります。

•サーバポート、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEストレージな
どのスタンドアロンポートとしてイーサネットポートを設定し、それをイーサネットまた

は FCOEポートチャネルのメンバポートにすると、Cisco UCSCentralは自動的にこのポート
をイーサネットと FCoEポートチャネル両方のメンバにします。

•サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたはFCoEストレー
ジのメンバからメンバポートのメンバーシップを削除すると、Cisco UCS Centralはイーサ
ネットポートチャネルと FCoEポートチャネルから対応するメンバポートを削除し、新し
いスタンドアロンポートを作成します。

•ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートの場合、2つのインター
フェイスを作成するときは、1つだけライセンスがチェックされます。どちらかのインター
フェイスが有効な限り、ライセンスはチェックされたままになります。両方のインターフェ

イスがユニファイドアップリンクポートまたはユニファイドストレージポートで無効の場

合にのみライセンスが解放されます。
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• CiscoUCS6100シリーズファブリックインターコネクトスイッチは、同一のダウンストリー
ム NPVスイッチ側の 1VFまたは 1VF-POのみをサポートできます。

ユニファイドポートの設定

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ユニファイドポートの設定（UnifiedPortConfiguration）]
を選択します。

ステップ 4 マウスを使用して、使用するポートモード設定が表示されるまで、バーに沿ってスライダをド

ラッグします。

ポートは次のように表示されます。

•イーサネットポートは緑で表示されます。

• FCポートは紫で表示されます。

•無効なポートは薄い緑または紫で表示されます。

サーバによっては、イーサネットポートと FCポートのスライダが逆になっている場合
があります。

（注）

ステップ 5 [構成（Configure）]をクリックします。
ユニファイドポートを設定すると、FIが再起動し、Cisco UCSドメインのデータトラ
フィックの中断を引き起こす場合があります。

（注）

ポートの設定

3.1より前のリリースのCisco UCSManager用に設定されたポートは、Cisco UCSCentralリリー
ス 1.3まではサポートされていましたが、それ以降の Cisco UCS Centralではサポートされてい
ません。これらのポートについては、Cisco UCS Managerで追加設定を行う必要があります。

（注）

はじめる前に

• Cisco UCS Managerリリース 3.1以降を実行している必要があります。
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•すべての Cisco UCS Managerドメインが Cisco UCS Centralドメイングループに含まれている
必要があります。

• Cisco UCS Managerの [ポリシー解決の制御（Policy Resolution Control）]ページで [ポート設
定（Port Configuration）]が [グローバル（Global）]に設定されている必要があります。

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ポート（Ports）]をクリックします。

ステップ 4 設定するポートを選択します。

ステップ 5 [ポート（Ports）]ページで、右端の [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ポートの設定
（Configure Port）]を選択します。
選択したポートの [ポートの設定（Configure Port）]ページが表示されます。

ステップ 6 ポートの [ロール（Role）]を選択します。
イーサネットポートの場合は、次のいずれかになります。

• [アプライアンス（Appliance）]：アプライアンスポートの設定, （13ページ）を参照してく
ださい。

• [FCoEストレージ（FCoE Storage）]：FCoEストレージポートの設定, （14ページ）を参照
してください。

• [FCoEアップリンク（FCoE Uplink）]：FCoEアップリンクポートの設定, （15ページ）を
参照してください。

• [サーバ（Server）]：サーバポートの設定, （16ページ）を参照してください。

• [アップリンク（Uplink）]：アップリンクポートの設定,（17ページ）を参照してください。

FCポートの場合は、次のいずれかになります。

• [FCストレージ（FC Storage）]：FCストレージポートの設定, （18ページ）を参照してく
ださい。

• [FCアップリンク（FC Uplink）]：FCアップリンクポートの設定, （18ページ）を参照して
ください。

ステップ 7 選択した項目の要件に応じて、フィールドに値を入力します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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アプライアンスポートの設定

アプライアンスポートは、直接接続されたNFSストレージにファブリックインターコネクトを接
続するために使用されます。

FCoEストレージポートからアプライアンスポートに設定を変更すると、ポートをアプライア
ンスのみにするか、またはユニファイドストレージにするオプションが管理者ユーザに提供さ

れます。

（注）

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ポート（Ports）]をクリックします。

ステップ 4 設定するポートを選択します。

ステップ 5 [ポート（Ports）]ページで、右端の [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ポートの設定
（Configure Port）]を選択します。
選択したポートの [ポートの設定（Configure Port）]ページが表示されます。

ステップ 6 [ロール]ドロップダウンで、[アプライアンス]を選択します。

ステップ 7 [基本]タブで、次の操作を行います。
a) [インターフェイスユーザラベル]を入力します。
b) ポートの速度を選択します。
c) このインターフェイスに関連付けられているQoS設定を選択します。次のいずれかになります。

• [プラチナ（Platinum）]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [ゴールド（Gold）]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [シルバー（Silver）]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [ブロンズ（Bronze）]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [ベストエフォート（Best Effort）]：このプライオリティを使用しないでください。ベー
シックイーサネットトラフィックレーンのために予約されています。

• [ファイバチャネル]：この優先順位は、vHBAトラフィックのみに使用します。

ステップ 8 [ポリシー]タブで、フロー制御ポリシー、ピングループ、およびネットワーク制御ポリシーを選択
します。

タイプがアプライアンスのネットワーク制御ポリシーだけがサポートされ、アプライア

ンスポート設定に使用できます。

（注）
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ステップ 9 [VLAN]タブで、ポートを[トランク]ポートにするか[アクセス]ポートにするかを選択し、ポート
に割り当てるVLANを選択します。

•トランクポートには、複数のVLANを設定でき、VLANをトランクリンクを介してスイッチ
間で転送できます。

•アクセスポートにはVLANが1つあり、エンドポイントに接続されます。VLANがプライマリ
VLANである場合は、セカンダリVLANが必要です。

選択したVLANは、[システムからのVLAN]列に表示されます。 Cisco UCS Managerで作成された
VLANは、[ドメインで設定されたVLAN]列に表示されます。

タイプがアプライアンスのVLANだけがサポートされ、アプライアンスポート設定に使
用できます。

（注）

ステップ 10 [イーサネットターゲットエンドポイント]タブで、[有効]をクリックして、エンドポイントの[名
前]と[MACアドレス]を入力します。
イーサネットターゲットエンドポイントはデフォルトで無効になっています。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

FCoE ストレージポートの設定
FibreChannel over Ethernet（FCoE）ストレージポートを使用すると、2つの個別リンクを、ファイ
バチャネル（FC）トラフィックとイーサネットトラフィックの両方を伝送する単一のストレー
ジに統合できます。

アプライアンスポートから FCoEストレージポートに設定を変更する場合、管理者ユーザは
ポートをFCoEストレージ専用にするか、ユニファイドストレージにするかを選択できます。

（注）

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [スイッチング
（Switching）]に設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードで
は動作しません。
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手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ポート（Ports）]をクリックします。

ステップ 4 設定するポートを選択します。

ステップ 5 [ポート（Ports）]ページで、右端の [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ポートの設定
（Configure Port）]を選択します。
選択したポートの [ポートの設定（Configure Port）]ページが表示されます。

ステップ 6 [ロール（Role）]ドロップダウンで [FCoEストレージ（FCoE Storage）]を選択します。

ステップ 7 [基本（Basic）]タブで、「Interface User Label」と入力します。

ステップ 8 [VSAN]タブで、ポートに割り当てる VSANを選択します。
選択した VSANは [VSAN]カラムに表示されます。Cisco UCS Managerで作成した VSANは [ドメ
インの VSAN（VSAN on Domain）]カラムに表示されます。

FCoEストレージポート設定では、ストレージタイプの VSANのみがサポートされ、
使用できます。

（注）

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

FCoE アップリンクポートの設定
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインターコ
ネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイスです。

このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックとファイバ

チャネルトラフィックの両方を伝送できます。

アップリンクポートから FCoEアップリンクポートに設定を変更する場合、管理者ユーザは
ポートをFCoEアップリンク専用にするか、ユニファイドアップリンクにするかを選択できま
す。

（注）
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手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ポート（Ports）]をクリックします。

ステップ 4 設定するポートを選択します。

ステップ 5 [ポート（Ports）]ページで、右端の [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ポートの設定
（Configure Port）]を選択します。
選択したポートの [ポートの設定（Configure Port）]ページが表示されます。

ステップ 6 [ロール（Role）]ドロップダウンで [FCoEアップリンク（FCoE Uplink）]を選択します。

ステップ 7 [基本（Basic）]タブで、「Interface User Label」と入力します。

ステップ 8 [ポリシー（Policies）]タブで、ポートに割り当てるリンクプロファイルポリシーを選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

サーバポートの設定

サーバポートは、ファブリックインターコネクトとサーバ上のアダプタカードとの間のデータ

トラフィックを処理します。サーバポートは、6200シリーズおよび 6300シリーズのファブリッ
クインターコネクト拡張モジュールでのみ設定できます。

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ポート（Ports）]をクリックします。

ステップ 4 設定するポートを選択します。

ステップ 5 [ポート（Ports）]ページで、右端の [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ポートの設定
（Configure Port）]を選択します。
選択したポートの [ポートの設定（Configure Port）]ページが表示されます。

ステップ 6 [ロール（Role）]ドロップダウンで [サーバ（Server）]を選択します。

ステップ 7 [サーバ（Server）]フィールドに「Interface User Label」と入力します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。
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アップリンクポートの設定

イーサネットアップリンクポートは外部のLANスイッチに接続します。ネットワーク方向のイー
サネットトラフィックは、これらのポートのいずれかに割り当てられます。

FCoEアップリンクポートからアップリンクポートに設定を変更する場合、管理者ユーザは
ポートをアップリンク専用にするか、ユニファイドアップリンクにするかを選択できます。

（注）

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ポート（Ports）]をクリックします。

ステップ 4 設定するポートを選択します。

ステップ 5 [ポート（Ports）]ページで、右端の [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ポートの設定
（Configure Port）]を選択します。
選択したポートの [ポートの設定（Configure Port）]ページが表示されます。

ステップ 6 [ロール（Role）]ドロップダウンで [アップリンク（Uplink）]を選択します。

ステップ 7 [基本（Basic）]タブで、次の操作を行います。
a) [インターフェイスユーザラベル]を入力します。
b) ポートの速度を選択します。

ステップ 8 [VLAN（VLANs）]タブで、ポートに割り当てる VLANを選択します。
選択したVLANは [システムのVLAN（VLANs from System）]カラムに表示されます。Cisco UCS
Managerで作成したVLANは [ドメインに設定されているVLAN（VLANs Configured on Domain）]
カラムに表示されます。

アップリンクポート設定では、LANタイプの VLANのみがサポートされ、使用できま
す。

（注）

ステップ 9 [ポリシー（Policies）]タブで、フロー制御ポリシーとリンクプロファイルを選択します。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。
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FC ストレージポートの設定
FCストレージポートを使用すると、FIのポートにFCストレージデバイスを直接接続できます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [スイッチング
（Switching）]に設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードで
は動作しません。

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ポート（Ports）]をクリックします。

ステップ 4 設定するポートを選択します。

ステップ 5 [ポート（Ports）]ページで、右端の [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ポートの設定
（Configure Port）]を選択します。
選択したポートの [ポートの設定（Configure Port）]ページが表示されます。

ステップ 6 [ロール（Role）]ドロップダウンで [FCストレージ（FC Storage）]を選択します。

ステップ 7 [基本（Basic）]タブで、「Interface User Label」と入力し、塗りつぶしパターンを選択します。

ステップ 8 [VSAN]タブで、ポートに割り当てる VSANを選択します。
選択した VSANは [VSAN]カラムに表示されます。Cisco UCS Managerで作成した VSANは [ドメ
インの VSAN（VSAN on Domain）]カラムに表示されます。

FCストレージポート設定では、ストレージタイプのVSANのみがサポートされ、使用
できます。

（注）

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

FCアップリンクポートの設定
FCアップリンクポートを使用すると、外部SANスイッチに接続できます。
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手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ポート（Ports）]をクリックします。

ステップ 4 設定するポートを選択します。

ステップ 5 [ポート（Ports）]ページで、右端の [ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ポートの設定
（Configure Port）]を選択します。
選択したポートの [ポートの設定（Configure Port）]ページが表示されます。

ステップ 6 [ロール]ドロップダウンで、[FCアップリンク]を選択します。

ステップ 7 [基本]タブで、[インターフェイスユーザラベル]を入力して、塗りつぶしパターンを選択します。

ステップ 8 [VSAN]タブで、ポートに割り当てるVSANを選択します。
選択したVSANは、[システムからのVSAN]列に表示されます。 Cisco UCS Managerで作成された
VSANは、[ドメインで構成されているVSAN]列に表示されます。

サポートされてFCアップリンクポート設定に使用できるのは、SANタイプのVSANのみ
です。

（注）

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

スケーラビリティポートとブレイクアウトポート
Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectには、4 10ギガビットイーサネットポートのグループ
にブレイクアウトすることができる、スケーラビリティポートが含まれています。設定には、一

端にファブリックインターコネクトに接続するための1つの40GB QSFP+と、10 GBの接続性をサ
ポートするために異なるエンドポイントに接続するための4つの10 GBポートがある、Small
Form-Factor Pluggableアダプタ（SPF）が必要です。

• Cisco UCS 6324 Fabric Interconnectには、サポートされているCisco UCSラックサーバにライセ
ンスされたサーバポート、アプライアンスポート、またはFCoEストレージポートとして使用
できるスケーラビリティポートが1つ含まれています。

• Cisco UCS 6332およびCisco UCS 6332-16 UPファブリックインターコネクトには、10ギガビッ
トイーサネットポートにブレイクアウトすることができる複数の40ギガビットイーサネット
ポートが含まれています。
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ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトを再起動する必要があ

ります。ポートの既存の設定は消去されます。必要なすべてのポートを1つのトランザクショ
ンでブレイクアウトすることを推奨します。

注意

ブレイクアウトポートを設定すると、必要に応じて各10GBサブポートをサーバ、アップリンク、
FCoEアップリンク、FCoEストレージまたはアプライアンスポートとして設定できます。

次の表に、Cisco UCS 6332および6332-16UPファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能
の制約をまとめています。

ブレイクアウトサポートなしの

標準ポート

ブレイクアウト設定可能ポートファブリックインターコネク

ト

13～14、27～32

（注） •自動ネゴシエー
ト動作は、ポー

ト27～32ではサ
ポートされてい

ません。

• QoSジャンボフ
レームを使用す

る場合は、ブレ

イクアウトポー

トとして最大4つ
のポートが許可

されます。

1～12、15～26UCS-FI-6332

1～16、35～40

（注） •自動ネゴシエー
ト動作は、ポー

ト35～40ではサ
ポートされてい

ません。

• QoSジャンボフ
レームを使用す

る場合は、ブレ

イクアウトポー

トとして最大4つ
のポートが許可

されます。

17～34UCS-FI-6332-16UP
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設定済みポートの管理

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ポート（Ports）]をクリックします。

ステップ 4 設定するポートを選択します。

ステップ 5 右端の [ポートツール（Port Tools）]アイコンをクリックします。

ステップ 6 次のいずれかを選択します。

• [設定ステータス（Configuration Status）]：ポートのステータスが表示されます。

• [ポートの設定（Configure Port）]：ポートの設定を変更できます。

• [ポートの設定解除（Unconfigure Port）]：ポートの設定情報を削除します。ポートの設定を
解除すると、そのポートを使用しているトラフィックがすべて停止します。

• [ポートの有効化（EnablePort）]：ポートの管理状態を [有効（Enabled）]に設定します。ポー
トが [無効（Disabled）]になっているときにだけ表示されます。

• [ポートの無効化（Disable Port）]：ポートの管理状態を [無効（Disabled）]に設定します。
ポートが [有効（Enabled）]になっているときにだけ表示されます。

• [ブレイクアウトポートの設定解除（Unconfigure Breakout Port）]：4つの 10 GbEポートを 1
つの 40 GbEポートに結合します。

• [ブレイクアウトポートとして設定（Configure as Breakout Port）]：ポートを、4つの 10 GbE
ポートに分割できるスケーラビリティポートに変換します。

ステップ 7 必要に応じてフィールドに入力します。
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ポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ファブリックインターコネクト]ページで、[ツール]アイコンをクリックし、[ポートチャネルの作
成]を選択します。

ステップ 4 [基本]で、作成するポートチャネルのタイプを選択します。
次のいずれかになります。

•イーサネット:イーサネットポートチャネルの作成または編集, （22ページ）を参照してく
ださい。

• FC: FCポートチャネルの作成または編集, （23ページ）を参照してください。

• FCoE: FCoEポートチャネルの作成または編集, （24ページ）を参照してください。

•アプライアンス:アプライアンスポートチャネルの作成または編集, （24ページ）を参照し
てください。

ステップ 5 選択に応じて必要なフィールドに値を入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

イーサネットポートチャネルの作成または編集

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnect）]ページで、[ツール（Tools）]アイコンを
クリックし、[ポートチャネルの作成（Create Port Channel）]を選択します。

ステップ 4 [基本（Basic）]で、[イーサネット（Ethernet）]を選択して、次の手順を実行します。
a) [ポート ID（Port ID）]、[名前（Name）]、[説明（Description）]（任意）を入力します。
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b) 管理速度と、自動ネゴシエーションを有効にするかどうかを選択します。

ステップ 5 [ポリシー（Policies）]をクリックして、ポートに割り当てるフロー制御と LACPポリシーを選択
します。

ステップ 6 [VLAN（VLANs）]をクリックして、ポートに割り当てる VLANを選択します。
選択したVLANは [システムのVLAN（VLANs from System）]カラムに表示されます。Cisco UCS
Managerで作成したVLANは [ドメインに設定されているVLAN（VLANs Configured on Domain）]
カラムに表示されます。

ステップ 7 [ポート（Ports）]をクリックし、[追加（Add）]アイコンをクリックして、ポートチャネルにポー
トを追加します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

FC ポートチャネルの作成または編集

Cisco UCSManagerリリース 3.1(2)以降の場合、FCポートチャネルは、削除する前に無効にし
ておく必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnect）]ページで、[ツール（Tools）]アイコンを
クリックし、[ポートチャネルの作成（Create Port Channel）]を選択します。

ステップ 4 [基本（Basic）]で、[FC]を選択して、次の手順を実行します。
a) [ポート ID（Port ID）]、[名前（Name）]、[説明（Description）]（任意）を入力します。
b) ポートチャネルの [管理速度（Admin Speed）]を選択します。

ステップ 5 [VLAN]をクリックして、ポートに割り当てる VLANを選択します。
選択した VLANは [システムの VLAN（VLAN from System）]カラムに表示されます。Cisco UCS
Managerで作成した VLANは [ドメインに設定されている VLAN（VLAN Configured on Domain）]
カラムに表示されます。

ステップ 6 [ポート（Ports）]をクリックし、[追加（Add）]アイコンをクリックして、ポートチャネルにポー
トを追加します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco UCS Central ストレージ管理ガイド、リリース 1.5    
23

ポートとポートチャネル

FC ポートチャネルの作成または編集



FCoEポートチャネルの作成または編集

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ファブリックインターコネクト]ページで、[ツール]アイコンをクリックし、[ポートチャネルの作
成]を選択します。

ステップ 4 [基本]で、[FCoE]を選択します。

ステップ 5 [ポートチャネルID]、[名前]、オプションで[説明]を入力します。

ステップ 6 [ポリシー]をクリックし、ポートに割り当てるLACPポリシーを選択します。

ステップ 7 [ポート]をクリックし、[+]アイコンをクリックして、ポートをポートチャネルに追加します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルの作成または編集

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnect）]ページで、[ツール（Tools）]アイコンを
クリックし、[ポートチャネルの作成（Create Port Channel）]を選択します。

ステップ 4 [基本（Basic）]で、[アプライアンス（Appliance）]を選択して、次の手順を実行します。
a) [ポートチャネル ID（Port Channel ID）]、[名前（Name）]、[説明（Description）]を入力しま
す。

b) 管理速度と、[静的（Static）]モードと動的 [LACP]のどちらを有効にするかを選択します。
c) このインターフェイスに関連付ける QoSの [プライオリティ（Priority）]を選択します。次の
いずれかになります。

• [プラチナ（Platinum）]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [ゴールド（Gold）]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [シルバー（Silver）]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。
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• [ブロンズ（Bronze）]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [ベストエフォート（Best Effort）]：このプライオリティを使用しないでください。ベー
シックイーサネットトラフィックレーンのために予約されています。

• [ファイバチャネル（Fibre Channel）]：このプライオリティを vHBAトラフィックのみに
使用します。

ステップ 5 [ポリシー（Policies）]をクリックして、ポートに割り当てるフロー制御ポリシー、ネットワーク
制御ポリシー、およびピングループを選択します。

ステップ 6 [VLAN（VLANs）]をクリックして、ポートに割り当てる VLANを選択します。
選択したVLANは [システムのVLAN（VLANs from System）]カラムに表示されます。Cisco UCS
Managerで作成したVLANは [ドメインに設定されているVLAN（VLANs Configured on Domain）]
カラムに表示されます。

ステップ 7 [イーサネットターゲットエンドポイント（Ethernet Target Endpoint）]をクリックし、[有効
（Enabled）]をクリックして、エンドポイントの [名前（Name）]と [MACアドレス（MAC
Address）]を入力します。
デフォルトではイーサネットターゲットエンドポイントは無効になっています。

ステップ 8 [ポート（Ports）]をクリックし、[追加（Add）]アイコンをクリックして、ポートチャネルにポー
トを追加します。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

ピングループ

LAN ピングループ

Cisco UCSは LANピングループを使用して、サーバ上の vNICから、ファブリックインターコネ
クトのアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルに、イーサネットトラフィック

をピン接続します。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できます。

サーバにピン接続を設定するには、LANピングループを vNICポリシーにインクルードする必要
があります。vNICポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイル内に取り込
まれます。vNICからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して所定のアップリンク
イーサネットポートに進みます。
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vNICポリシーを使用してピングループがサーバインターフェイスに割り当てられていない場
合、CiscoUCSCentralはそのサーバインターフェイスからのトラフィックに対するアップリン
クイーサネットポートまたはポートチャネルを動的に選択します。この選択は永続的ではあ

りません。インターフェイスフラップまたはサーバのリブートの後は、そのサーバインター

フェイスからのトラフィックに対して別のアップリンクイーサネットポートまたはポート

チャネルが使用される可能性があります。

アップリンクが LANピングループに属している場合、そのアップリンクは所属グループ専用
に予約されているわけではありません。LANピングループを指定していない他の vNICポリ
シーは、動的なアップリンクとしてそのアップリンクを使用できます。

（注）

SAN ピングループ

Cisco UCSでは、SANピングループを使用して、サーバ上の vHBAからのファイバチャネルト
ラフィックがファブリックインターコネクト上のアップリンクファイバチャネルポートへピン

接続されます。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できます。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ピン接続をサーバに設定するには、SANピングループを vHBAポリシーに含める必要がありま
す。その後、vHBAポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイルに取り込ま
れます。vHBAからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して、指定されたアップリ
ンクファイバチャネルへ移動します。

同じピングループを複数の vHBAポリシーに割り当てられます。したがって、vHBAごとに手動
でトラフィックをピン接続する必要はありません。

既存の SANピングループのターゲットインターフェイスを変更すると、そのピングループ
を使用するすべての vHBAのトラフィックが中断されます。ファイバチャネルプロトコルで
トラフィックを再びピン接続するために、ファブリックインターコネクトからログインとロ

グアウトが実行されます。

重要

ピングループの作成

LANまたは SANのピングループを作成できます。
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手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ドメイン（Domains）]を選択しま
す。

ステップ 2 ピングループを作成するドメインをクリックします。

ステップ 3 [ドメイン（domain）]ページで、[ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ピングループの作成
（Create Pin Group）]を選択します。

ステップ 4 [ピングループの作成（Create Pin Group）]ダイアログボックスで [基本（Basic）]をクリックし、
LANピングループと SANピングループのどちらを作成するかを選択します。

ステップ 5 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。

ステップ 6 [ファブリックAのターゲット（Fabric A Target）]で、ポートを手動で選択するか、既存のポート
チャネルを選択するかを選択します。

ステップ 7 [手動（Manual）]を選択した場合は、ポートを選択します。
LANピングループの場合は、イーサネットアップリンクポートのみが表示されます。SANピン
グループの場合は、FCおよび CoEアップリンクポートのみが表示されます。

ステップ 8 [ポートチャネル（Port Channel）]を選択した場合は、既存のポートチャネルを選択します。
LANピングループの場合は、イーサネットポートチャネルのみが表示されます。SANピング
ループの場合は、FCおよび CoEポートチャネルのみが表示されます。

ステップ 9 [ファブリック Bのターゲット（Fabric B Target）]で、ポートまたはポートチャネルを選択しま
す。

ステップ 10 [保存（Save）]をクリックします。

ファイバチャネルスイッチングモード
ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装置

としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリックイン

ターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストを使用すると、ファブリックインターコネクトは、仮想ホストバスアダプタ(vHBA)
を介して接続されているすべてのサーバ(ホスト)に代わって、接続されているファイバチャネル
ネットワークに対するエンドホストとして動作することができます。この動作は、vHBAをファ
イバチャネルポートアダプタにピン接続することにより実現されます（動的なピン接続または

固定のピン接続のいずれか）。これにより、ファイバチャネルポートはファブリックの残りの部

分に対してサーバポート（Nポート）となります。エンドホストモードの場合、ファブリック
インターコネクトは、アップリンクポートがトラフィックを相互に転送するのを拒否することで

ループを回避します。
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エンドホストモードはNポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォルトの
ファイバチャネルスイッチングモードです。

エンドホストモードを有効にした場合、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートに固
定ピン接続されていて、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vHBAを
ピン接続し直すことはできず、その vHBAはダウンしたままになります。

（注）

スイッチモード

スイッチモードは従来のファイバチャネルスイッチングモードです。スイッチモードを使用し

て、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続することができます。ファ

イバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない(たとえば、ストレージに直接接続さ
れた1つのCisco UCSドメイン)ポッドモデル、またはSANが存在する(アップストリームMDSを使
用)ポッドモデルで役に立ちます。

スイッチモードはデフォルトのファイバチャネルスイッチングモードではありません。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファブリックインターコネクトで FCエンドホストモードまたは FCスイッチングモードのいず
れかを使用するように設定できます。デフォルトでは、FIはエンドホストモードに設定されま
す。

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Centralにより自動的にログ
アウトとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ構成では、Cisco
UCS Centralにより両方のファブリックインターコネクトが順番に再起動されます。2つめの
ファブリックインターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードに変更され、システ

ムが使用できるようになるまでには数分間かかります。

（注）
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手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 [ファブリックインターコネクト（fabric interconnect）]ページで、[ツール（Tools）]アイコンを
クリックし、[FCスイッチングモード（FC switching mode）]を選択します。
エンドホストモードを使用している場合は、[FCスイッチングモードの設定（Set FC Switching
Mode）]が表示されます。FCスイッチングモードを使用している場合は、[FCエンドホストモー
ドの設定（Set FC End-Host Mode）]が表示されます。

ステップ 4 警告ページで[はい（Yes）]をクリックして設定を変更し、FIを再起動します。

ポート設定ステータスの表示

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックし、[ファブリックインターコネクト
（Fabric Interconnects）]を選択します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトをクリックすると、ファブリックインターコネクトの編集画面が

表示されます。

ステップ 3 右端の [ツール]アイコンをクリックして、[設定ステータス]を選択します。
選択したポートの [設定ステータス]ページが表示されます。

ステップ 4 [閉じる]をクリックして、ウィンドウを閉じます。

ポート設定の障害
ポートの障害ページには、障害ごとに次の情報が表示されます。

• [コード（Code）]：障害に関連付けられた ID

• [タイムスタンプ（Timestamp）]：障害が発生した日付と時刻

• [原因（Cause）]：障害の原因

• [影響を受けるオブジェクト（Affected Object）]：この障害の影響を受けるコンポーネント

• [障害の詳細（Fault Details）]：障害の詳細
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• [重大度（Severity）]：障害の重大度

• [アクション（Action）]：障害に必要なアクション
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第 3 章

グローバル VSAN

• グローバル VSAN, 31 ページ

グローバル VSAN
CiscoUCSCentralを使用すると、SANクラウドやストレージクラウドでグローバルVSANを定義で
きます。Cisco UCS Centralで作成されるグローバル VSANは、作成したファブリックインターコ
ネクトに固有です。VSANは、ファブリックAとファブリックBのいずれかまたは両方に割り当て
ることができます。グローバルVSANはCisco UCS Centralで共通のVSANではありません。

グローバル VSANを参照するグローバルサービスプロファイルを Cisco UCS Centralに展開する
前に、Cisco UCS Managerでグローバル VSANの解決が行われます。グローバルサービスプロ
ファイルがグローバルVSANを参照し、そのVSANが存在しない場合、リソース不足が原因でそ
のグローバルサービスプロファイルの Cisco UCS Managerへの展開が失敗します。そのグローバ
ルサービスプロファイルの展開前に、Cisco UCS Centralで作成されたすべてのグローバル VSAN
を解決しておく必要があります。

グローバル VSANは、グローバル VSANへの参照を含むグローバルサービスプロファイルがそ
の UCSドメイン内に展開されていない場合でも、Cisco UCS Managerで使用できます。グローバ
ル VSANを参照するグローバルサービスプロファイルが削除されても、そのグローバル VLAN
は削除されません。

Cisco UCS Managerインスタンスに対して使用可能なグローバルサービスプロファイルで参照さ
れるグローバルVSANは、ドメイングループからの使用の目的で削除される場合を除き、引き続
き使用可能です。グローバル VSANは Cisco UCS Managerでローカライズできます。この場合、
グローバルVSANはローカルVSANとして機能します。グローバルVSANがローカライズされな
い場合、その VSANはCisco UCS Managerからは削除できません。

VSAN の作成または編集
次の予約済み範囲の IDを除き、IDが 1～ 4093の範囲の VSANを作成できます。
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• Cisco UCSドメインでFCスイッチモードを使用する予定の場合は、IDが3040～4078の範囲に
あるVSANを設定しないでください。

• Cisco UCSドメインでFCエンドホストモードを使用する予定の場合は、IDが3840～4079の範
囲にあるVSANを設定しないでください。

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの vLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の FCoE vLANと vLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。FCoE
vLANの IDと重複する IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

VSANは、ドメイングループルートまたは特定のドメインで作成することができます。また、
ファブリックAまたはファブリックBのいずれか、またはファブリックAおよびBの両方にVSAN
を割り当てることができます。両方のファブリックにVSANを割り当てる場合は、両方に個別
のVSAN IDとFCoE VLAN IDを割り当てる必要があります。

重要

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。 Create VSANと入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [VSAN]ダイアログボックスで、作成するVSANのタイプを選択します。
次のいずれかになります。

• [SAN]：ファブリックインターコネクトを外部のスイッチに接続します。

• [ストレージ]：ストレージをファブリックインターコネクトに直接接続します。

ステップ 3 [Domain Group Location]をクリックして、この VSANを作成する場所を選択します。

ステップ 4 [名前]を入力します。
VSAN名の大文字と小文字は区別されます。

CiscoUCSCentralでVSANを作成するときは、defaultという名前を使用しないでください。
グローバルデフォルト VSANを作成する場合は、名前として globalDefaultを使用できま
す。

重要

ステップ 5 ファイバチャネルゾーン分割を有効にするかどうかを選択します。

FCゾーン分割は以下のいずれかになります。

• [有効]：VSANの展開時に、Cisco UCS Managerによりファイバチャネルゾーン分割が設定、
制御されます。

• [無効]：アップストリームスイッチがファイバチャネルゾーン分割を設定および制御します。
または、ファイバチャネルゾーン分割がこのVSANで実装されていません。

デフォルトではファイバチャネルゾーン分割は無効になっていま

す。

（注）
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ステップ 6 このVSANを割り当てるファブリックを選択します。
VSANを両方のファブリックに割り当てる場合は、両方のファブリックのVSAN IDとFCoE VLAN
IDを入力します。そうでない場合は、選択したVSANのIDを割り当てます。

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。
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第 4 章

vHBA 管理

• vHBAテンプレート, 35 ページ

• ホストインターフェイス配置ポリシー, 37 ページ

vHBA テンプレート
vHBAテンプレートは、サーバ上の vHBAが SANに接続する方法を定義するために使用します。
[テンプレート（Templates）]ページの既存のすべての vHBAテンプレートを表示できます。

vHBA冗長性テンプレートのペア
vHBAテンプレートのペアを作成すると、特定のサーバに属するvHBAをグループ化できます。た
とえば、vHBAテンプレートを作成してプライマリテンプレートとして指定し、別のvHBAテンプ
レートを作成してセカンダリテンプレートとして指定することができます。2つのテンプレートを
関連付けて、プライマリテンプレートで定義した属性を共有するペアを作成することができます。

セカンダリテンプレートはプライマリテンプレートからの属性を継承します。[テンプレートの更
新]を選択すると、プライマリテンプレートに行われた変更がテンプレートのペアのセカンダリテ
ンプレートに反映されます。また、ペア内の各テンプレートの共有されていない設定を変更する

こともできます。

ペアを作成すると、各ファブリックに1つのテンプレートを割り当てることができます。たとえ
ば、プライマリテンプレートをファブリックAに、セカンダリテンプレートをファブリックBに割
り当てることができます。これにより、1つ以上のテンプレートを使用してvHBAペアを個別に設
定する必要がなくなります。テンプレートのペアを使用して作成できるvHBAペアの数は、アダプ
タの最大機能によってのみ制限されます。

テンプレートのペアを使用する場合、次の設定が共有されます。

• VSANs

•テンプレートのタイプ

•最大データフィールドサイズ
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• QoSポリシー

•統計情報しきい値ポリシー

テンプレートのペアを使用する場合、次の設定は共有されません。

• Fabric ID

• WWPNプール

•説明

•ピングループポリシー

CiscoUCSManagerのローカルサービスプロファイルでグローバルvHBA冗長性テンプレートの
ペアを使用する場合、冗長性テンプレートのペアのプライマリおよびセカンダリにvHBAテン
プレートを同時に割り当てることはできません。vHBAテンプレートをプライマリvHBAに割
り当て、2番目のvHBAにピア名を設定してから、セカンダリvHBAを変更し、手動でセカンダ
リvHBAテンプレートを割り当てる必要があります。

（注）

vHBA テンプレートの作成または編集

グローバル vHBAは Cisco UCS Managerで作成されたローカルサービスプロファイルで使用
できます。

（注）

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「Create vHBA Template」と入力して、Enter
キーを押します。

ステップ 2 [vHBAテンプレート（vHBATemplate）]で、[基本（Basic）]をクリックして、次の手順を実行し
ます。

a) vHBAテンプレートを作成する[組織（Organization）]を選択します。
b) [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。
c) [冗長タイプ（Redundancy Type）]を選択して vHBAペアリングを有効にします。
次のいずれかになります。

• [なし（None）]：vHBAペアリングのない標準 vHBAテンプレートを作成します。

• [プライマリ（Primary）]：プライマリ vHBAテンプレートを作成します。

• [セカンダリ（Secondary）]：セカンダリ vHBAテンプレートを作成します。
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d) [タイプ（Type）]、[ファブリック ID（Fabric ID）]、[ファブリックフェールオーバー（Fabric
Failover）]のオプションを選択して、[最大データフィールドサイズ（バイト）（Max Data
Field Size(Bytes)）]を入力します。

ステップ 3 vHBAペアリングを有効にした場合は、[ピア冗長性テンプレート（Peer Redundancy Template）]
をクリックし、プライマリまたはセカンダリ vHBAテンプレートを選択します。

ステップ 4 [基本（Basic）]で、vHBAテンプレートを作成する [組織（Organization）]を選択します。
a) [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。
b) [タイプ（Type）]および [ファブリック ID（Fabric ID）]のオプションを選択して、[最大デー
タフィールドサイズ（バイト）（Max Data Field Size(Bytes)）]を入力します。

ステップ 5 [WWNアドレスプール（WWN Address Pool）]をクリックして、WWNアドレスを選択します。
WWNアドレスプールを割り当てなかった場合は、システムがデフォルトを割り当てます。

ステップ 6 [VSAN]をクリックして、この vHBAテンプレートに使用する VSANを追加します。

ステップ 7 [ポリシー（Policies）]をクリックして、この vHBAテンプレートに使用するポリシーを割り当て
ます。

ポリシーが割り当てられていない場合は、ポリシーとピングループのそれぞれをクリックしま

す。右側のドロップダウンをクリックして、関連するポリシーとピングループを表示し、この

vHBAテンプレートに必要なものを選択します。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ホストインターフェイス配置ポリシー
ホストインターフェイス配置ポリシーを使用すれば、vNICとvHBAのユーザ指定仮想ネットワー
クインターフェイス接続（vCon）の配置を指定することができます。

ホストインターフェイス配置ポリシーを作成するには、ホストインターフェイス配置ポリシーの

作成または編集, （37ページ）を参照してください。既存のポリシーの詳細が、[ホストインター
フェイス配置ポリシー（Host Interface Placement Policy）]ページに表示されます。

ホストインターフェイス配置ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「ホストインターフェイス配置ポリシーの作
成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [ホストインターフェイス配置ポリシーの作成]ダイアログボックスで、[組織]をクリックし、ポリ
シーを作成する組織を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
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ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [仮想スロットマッピングスキーム（Virtual Slot Mapping Scheme）]を選択します。
次のいずれかになります。

• [リニア順（Linear Ordered）]：仮想スロットが順番に割り当てられます。

• [ラウンドロビン（Round Robin）]：仮想スロットが順次割り当てられます。

ステップ 5 仮想スロットごとに [仮想スロット選択の設定（Virtual Slot Selection Preference）]を選択します。
次のいずれかになります。

• [すべて（all）]：設定されたすべての vNICと vHBAを割り当てることができます。これは
デフォルトです。

• [割り当てのみ（assigned-only）]：vNICと vHBAを明示的に割り当てる必要があります。

• [ダイナミックを除外（exclude-dynamic）]：ダイナミック vNICおよび vHBAを割り当てるこ
とができません。

• [未割り当てを除外（exclude-unassigned）]：未割り当ての vNICおよび vHBAを割り当てるこ
とができません。

• [usNICを除外（exclude-usnic）]：usNIC vNICを割り当てることができません。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。
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第 5 章

ストレージプール

この章は、次の項で構成されています。

• WWNプール, 39 ページ

WWN プール
WWNプールは、CiscoUCSドメイン内のファイバチャネルvHBAで使用されるWWNの集合です。
Cisco UCS Centralで作成されたWWNプールは、Cisco UCSドメイン間で共有できます。次の独立
したプールを作成します。

•サーバに割り当てられるWWノード名

• vHBAに割り当てられるWWポート名

• WWノード名とWWポート名の両方

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけをイ
ンクルードできます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

サービスプロファイルでWWNプールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付けられ
たサーバで使用されるWWNを手動で設定する必要はありません。複数のテナントを実装するシ
ステムでは、WWNプールを使用して、各組織で使用されるWWNを制御できます。

WWNをブロック単位でプールに割り当てます。

WWNN プール

WWNNプールは、WWノード名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWNN
プールを含める場合、関連付けられたサーバには、そのプールからWWNNが割り当てられます。
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WWPN プール

WWPNプールは、WWポート名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWPN
のプールを含めると、関連付けられたサーバの各 vHBA上のポートは、そのプールからWWPN
を割り当てられます。

WWxN プール

WWxNプールは、WWノード名とWWポート名の両方を含むWWNプールです。ノードごとに
WWxNプールで作成されるポート数を指定できます。WWxNプールのプールサイズは、ノードご
とのポートに1を加えた数の倍数である必要があります。たとえば、ノードごとに7つのポートが
ある場合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63のポートがある場
合、プールサイズは、64の倍数である必要があります。

WWN プールの作成または編集
WWNプールを作成したら、選択したWWNプールの総括ページで [編集（Edit）]アイコンを選
択することによって、それを編集することができます。WWNプールを選択するには、[すべての
プール]ページにアクセスして、編集するWWNプールを選択します。このページから、選択した
WWNプールの総括ページにリダイレクトされます。

手順

ステップ 1 アクションバーで、「WWNプールの作成」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[MACプールの作成（Create WWN Pool）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [基本（Basic）]で、次の手順を実行します。
a) [組織（Organization）]をクリックして、プールを作成する場所を選択します。
b) WWNプールの名前と説明を入力します。
c) [使用するWorld Wide Name（WWN）（World Wide Name (WWN) Used For）]領域で、次のい
ずれかを選択します。

• [ポート（WWPN）（Port (WWPN)）]：プールがWWPNに使用されます。

• [ノード（WWNN）（Node (WWNN)）]：プールがWWNNに使用されます。

• [両方（WWxN）（Both (WWxN)）]：プールがWWNNとWWPNの両方に使用されます。

ステップ 3 [WWNブロック（WWN Blocks）]で、次の手順を実行します。
a) [Create]アイコンをクリックします。
b) [WWNブロック開始（WWNBlock Start）]列に、ブロック内の最初のWWNイニシエータを入
力します。

c) [サイズ（Size）]列に、プール内のWWNイニシエータの総数を入力します。
d) [適用（Apply）]アイコンをクリックします。

WWNプールに関連したその他のフィールドが表示されます。
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e) [WWNs]タブをクリックすると、プール内のWWNアドレスの数、割り当てられたWWNアド
レスの数、重複するMACアドレス、およびWWNサマリーをグラフで表示できます。

f) [アクセス制御（Access Control）]で、このブロックに適用する ID範囲アクセスコントロール
ポリシーを選択します。ポリシーが存在しない場合は、タスクバーで Create ID Range Access
Control Policyと入力することによって、ポリシーを作成することができます。

ステップ 4 [作成（Create）]をクリックします。
別のプールを作成する場合は、5秒以上待つ必要がありま
す。

（注）

次の作業

• WWPNプールは、vHBAテンプレートにインクルードします。

• WWNNプールをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めま
す。

• WWxNプールをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めま
す。

プールの削除

プールを削除すると、Cisco UCS Centralは、Cisco UCS Managerで vNICまたは vHBAに割り当て
られたプールからのアドレスを再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済み

アドレスは、次のいずれかが起きるまで、vNICまたはvHBAに割り当てられた状態のままになり
ます。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除される。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除される。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられる。

手順

ステップ 1 [テーブルの参照（Browse Tables）]アイコンをクリックして、[プール（Pools）]を選択します。

ステップ 2 [プール名]列で、削除するプールを見つけます。
次のいずれかの方法でプールを検索できます。

•プールのリストを参照します。

• [検索]アイコンをクリックして、プール名を入力します。

• [フィルタ]列からプールタイプを選択します。

ステップ 3 プールをクリックします。
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これにより、選択されたプールの総括ページが開きます。

ステップ 4 [削除（Delete）]アイコンをクリックします。
Cisco UCS Centralに確認ダイアログボックスが表示されたら、[削除（Delete）]をクリックしま
す。
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第 6 章

ストレージポリシー

この章は、次の項で構成されています。

• ファイバチャネルアダプタポリシー, 43 ページ

• ID範囲アクセス制御ポリシー, 45 ページ

• SAN接続ポリシー, 45 ページ

• ストレージ接続ポリシー, 46 ページ

• ファイバチャネルゾーニング, 47 ページ

• 直接接続ストレージ, 48 ページ

ファイバチャネルアダプタポリシー
ファイバチャネルアダプタポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のア

ダプタの動作を制御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を

変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトによるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Centralで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Centralで一致しない可能性があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。Cisco UCS Centralでサポートされている最大 LUN数はこれよりも大
きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。CiscoUCSCentralでは、この値をミリ秒で設定します。そのため、
Cisco UCS Centralで 5500ミリ秒の値は、SANsurferでは 5秒として表示されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。Cisco UCS Centralでは、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco UCS
Centralで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

CiscoUCSには、ファイバチャネルアダプタポリシーセットがデフォルトで用意されています。こ
れらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレーティングシステムにおける推奨設定

が含まれています。オペレーティングシステムはこれらのポリシーに影響されます。通常、スト

レージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求します。ベンダーが提供しているサポー

トリストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

（注）

ファイバチャネルアダプタポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「ファイバチャネルアダプタ
ポリシーの作成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [ファイバチャネルアダプタポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ポリシーを作
成する[組織]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。
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ステップ 4 [リソース（Resources）]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。

ステップ 5 [設定（Settings）]で、必要に応じてフィールドに値を入力します。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ID範囲アクセス制御ポリシー
特定のドメイングループで利用可能なプールを制限するには、ID範囲アクセス制御ポリシーを使
用します。プールにアクセス制御ポリシーを適用すると、選択したドメイングループだけが、適

用したプールにアクセス可能になります。

ID範囲アクセス制御ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「ID範囲アクセス制御ポリシー
の作成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [ID範囲アクセス制御ポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ポリシーを作成する
[組織]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [ドメイングループ]で、[追加]をクリックして、このポリシーが関連付けられている[許可ドメイン
グループ]を選択します。

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックします。

SAN 接続ポリシー
SAN接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバとSANの間の接続およびネットワーク通信リソー
スを決定します。このポリシーは、プールを使用してWWNおよびWWPNをサーバに割り当て
ることで、サーバがネットワークと通信するために使用する vHBAを識別します。

また、このポリシーは、サービスプロファイルとサービスプロファイルテンプレートに含ま

れており、複数のサーバの設定に使用できます。そのため、接続ポリシー内で静的な IDを使
用することは推奨されません。

（注）
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SAN 接続ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「SAN接続ポリシーの作成」
と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [SAN接続ポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ポリシーを作成する[組織]を選
択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [識別子（Identifiers）]で、WWNNプールを選択します。
詳細については、WWNプールの作成または編集, （40ページ）を参照してください。

ステップ 5 [vHBAs]で、1つ以上の vHBAを作成して、プロパティを選択します。
手動でvHBAを作成するか、vHBAテンプレートを使用するか、または冗長テンプレートのペアを
作成することができます。詳細については、vHBAテンプレートの作成または編集,（36ページ）
を参照してください。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ストレージ接続ポリシー
ストレージ接続ポリシーには、ファイバチャネルゾーン分割を設定するために使用するストレー

ジアレイ上のターゲットストレージポートの集合が含まれています。

組織のストレージ接続ポリシーは、Cisco UCS Centralから作成できます。

ストレージ接続ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「Create Storage Connection Policy」と入力し
て、Enterキーを押します。

ステップ 2 [ストレージ接続ポリシー（Storage Connection Policy）]ダイアログボックスで、[基本（Basic）]
をクリックし、ポリシーを作成する [組織（Organization）]を選択します。
a) このポリシーの [名前（Name）]と [説明（Description）](任意)を入力します。
b) [ゾーン分割タイプ（Zoning Type）]を選択します。次のいずれかになります。

• [なし（None）]：FCゾーン分割が設定されません。

   Cisco UCS Central ストレージ管理ガイド、リリース 1.5
46

ストレージポリシー

SAN 接続ポリシーの作成または編集



• [単一イニシエータの単一ターゲット（Single Initiator Single Target）]：vHBAとストレー
ジポートのペアごとに、ゾーンを1つ自動的に作成します。各ゾーンには2つのメンバが
あります。ゾーンの数がサポートされる最大数を超えると予想されない限り、このタイプ

のゾーン分割を設定することをお勧めします。

これはデフォルトです。

• [単一イニシエータの複数ターゲット（Single InitiatorMultiple Targets）]：vHBAごとにゾー
ンを1つ自動的に作成します。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれ
を超えると予想される場合は、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

ステップ 3 [エンドポイント（Endpoints）]をクリックし、プラス記号をクリックして [WWPN]を追加します。
WWPNは、サーバがストレージアレイに設定された LUNにアクセスするために使用する、ファ
イバチャネルまたは FCoEストレージアレイ上の物理ターゲットポートに割り当てられます。

a) [FCターゲットエンドポイント（FC Target Endpoints）] > [基本（Basic）]タブで、オプション
の説明を入力し、[パス（Path）]フィールドでファブリックインターコネクトを選択します。
デフォルトでは、ファブリックインターコネクト Aがターゲットエンドポイントとの通信に
使用されます。

b) [FCターゲットエンドポイント（FC Target Endpoints）] > [VSAN]タブで、FIポートとターゲッ
トエンドポイントに関連付ける VSANを選択します。

ステップ 4 [作成（Create）]をクリックします。

ファイバチャネルゾーニング
ファイバチャネル(FC)ゾーン分割によって、ファイバチャネルファブリックを1つ以上のゾーンに
区切ることができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できるFCイニシエータとFCターゲット
のセットが定義されます。

ゾーン分割がもたらすアクセス制御とデータトラフィック制御によって以下が可能になります。

• SANネットワークセキュリティの強化

•データ損失や破損の防止

•パフォーマンス問題の軽減

Cisco UCS Central FCゾーン分割は、直接接続ストレージとローカルゾーン分割を組み合わせたも
のです。ファイバチャネルまたはFCoEストレージは、ファブリックインターコネクトに直接接続
され、ゾーン分割はCisco UCS CentralでCisco UCSローカルゾーン分割を使用して実行されます。
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ゾーニングの設定

選択したグローバルサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにSAN
接続がすでに関連付けられている場合、このダイアログボックスは読み取り専用です。

（注）

手順

ステップ 1 [サービスプロファイル（Service Profile）]または [サービスプロファイルテンプレート（Service
Profile Template）]ページで、[ツール（Tools）]アイコンをクリックし、[ゾーン分割の設定
（Configuring Zoning）]を選択します。

ステップ 2 [ゾーン分割の設定（ConfigureZoning）]ダイアログボックスで、プラスアイコンをクリックして
新しい vHBAイニシエータグループを追加し、グループに使用する名前を入力します。

ステップ 3 [基本（Basic）]で、オプションの説明を入力します。

ステップ 4 [vHBAイニシエータ（vHBA Initiators）]で、追加する vHBAイニシエータを選択します。

ステップ 5 [ストレージ接続ポリシー（Storage Connection Policy）]で、使用するポリシーを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

直接接続ストレージ
直接接続ストレージ(DAS)は、FCストレージポートを使用して、ファブリックインターコネクト
のポートにFCストレージデバイスを接続します。

直接接続ストレージの設定

手順

ステップ 1 FIが FCスイッチモードに設定されていることを確認します。

ステップ 2 ストレージクラウドに VSANを作成します。

ステップ 3 ポートロールを FCスイッチモードに設定します。

ステップ 4 次の手順を実行して、ストレージポートのWWPNがファブリックインターコネクトにログイン
していることを確認します。

a) セキュアシェル（SSH）経由でログインするか、プライマリ FIの UCS仮想 IP（VIP）への
Telnet接続を確立します。

b) connect nxos { a | b }コマンドを入力します。ここで、a | bは FI Aまたは FI Bを表します。
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c) show flogi database vsanvsan IDコマンドを入力します。ここで、vsan IDは VSANの IDです。

ステップ 5 ストレージ接続ポリシーを作成します。

ステップ 6 先ほど作成したストレージ接続ポリシーを使用するサービスプロファイルを作成します。

ステップ 7 サービスプロファイルをサーバに関連付けます。
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第 7 章

シャーシプロファイルとテンプレート

• Cisco UCS C3260ストレージサーバについて, 51 ページ

• シャーシプロファイル, 52 ページ

• シャーシプロファイルテンプレートの詳細, 55 ページ

• シャーシプロファイルの詳細, 55 ページ

• シャーシインベントリ, 57 ページ

• シャーシプロファイル設定ステータスの表示, 59 ページ

• シャーシディスカバリポリシー, 60 ページ

• シャーシメンテナンスポリシー, 61 ページ

• シャーシファームウェアパッケージポリシー, 62 ページ

• ディスクゾーン分割ポリシー, 63 ページ

• システム IO設定ステータスの表示, 64 ページ

Cisco UCS C3260 ストレージサーバについて
Cisco UCS C3260ストレージサーバは、サーバノードを 2台搭載した、高密度のストレージラッ
クサーバで、ビッグデータ、クラウド、オブジェクトストレージ、コンテンツ配信などの環境

で使用される大容量なデータ格納と基本処理に最適化されています。これは、CiscoUCSCシリー
ズラックマウントサーバ製品ファミリに属しています。

Cisco UCS C3260ストレージサーバはスタンドアロン環境で動作することも、Cisco Unified
Computing System（UCS）と Cisco UCS Managerの統合環境の一部として動作することもできま
す。これは前世代の Cisco UCS C3160ラックサーバが備えていた特徴の大部分を引き継いでいま
すが、その他に次の機能が追加されています。

•システム I/Oコントローラ（SIOC）。

•最大 2つのサーバモジュールのサポート。
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•スタンドアロンモードで動作可能。

•スタンドアロンモードにおけるシャーシレベル機能。ストレージアダプタ、ファン、電源
ユニットなどの共有コンポーネントが、シャーシレベルで構成されています。

•共有デュアル仮想インターフェイスカード（VIC）を通じた、Data Center Ethernetとサーバ
ホストとの接続。

•個々のハードディスクドライブ（HDD）は、専用のサーバまたは共有モードで割り当て可
能。

さらに、Cisco UCS C3260ストレージサーバのサーバスロットの 1つは、3.5インチドライブを
4台追加できるストレージ拡張モジュールに利用できます。またサーバモジュールでは、ストレー
ジ拡張モジュール専用の内部ストレージ用に 2台のソリッドステートドライブ（SSD）も格納で
きます。シャーシはシリアル接続 SCSI（SAS）エクスパンダをサポートしており、個々のサーバ
モジュールに 3.5インチドライブを割り当てるように設定できます。

詳細については、『Cisco UCS 3260 Quick Reference Guide』を参照してください。

シャーシプロファイル
シャーシプロファイルでは、ストレージ、ファームウェア、およびシャーシのメンテナンス特性

を定義します。Cisco UCS C3260ストレージサーバのシャーシプロファイルは、ユーザが作成で
きます。シャーシプロファイルがシャーシに関連付けられると、Cisco UCS Centralは、シャーシ
プロファイルで指定された設定に一致するように、そのシャーシを自動的に設定します。

シャーシプロファイルには、次の 4種類の情報が含まれています。

• [シャーシ定義（Chassis definition）]：プロファイルを割り当てる特定のシャーシを定義しま
す。

• [メンテナンスポリシー（Maintenance policy）]：プロファイルに適用されるメンテナンスポ
リシーが含まれます。

• [ファームウェア仕様（Firmware specifications）]：プロファイルを通じてシャーシに適用可能
になるシャーシファームウェアパッケージを定義します。

• [ディスクゾーン分割ポリシー（Disk zoningpolicy）]：ストレージディスクに適用されるゾー
ン分割ポリシーが含まれます。

シャーシプロファイルに関するガイドラインと推奨事項

シャーシプロファイルまたはシャーシプロファイルテンプレートに含まれるポリシー（ディス

クゾーン分割ポリシーなど）に固有のガイドラインと推奨事項に加え、以下のガイドラインと推

奨事項にも留意する必要があります。これらの事項は、シャーシプロファイルとシャーシを関連

付ける機能に影響します。
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•各シャーシは、1つのシャーシプロファイルに対してのみ関連付けることができます。同様
に、各シャーシプロファイルも一度に 1つのシャーシに対してのみ関連付けることができま
す。

•シャーシプロファイルは、Cisco UCS C3260ストレージサーバでのみサポートされていま
す。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)以前の Cバンドルは、Cisco UCS C3260ストレージサー
バではサポートされていません。

シャーシプロファイルテンプレートの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「CreateChassis Profile Template」と入力して、
Enterキーを押します。

ステップ 2 [基本（Basic）]で、シャーシプロファイルテンプレートを作成する [組織（Organization）]を選
択します。

a) シャーシプロファイルテンプレートを簡単に識別できるように、[名前（Name）]とオプショ
ンの [説明（Description）]および [ユーザラベル（User Label）]を入力します。

b) [テンプレートインスタンス化モード（Template Instantiation Mode）]を選択します。

• [初期（Initial）]：このテンプレートから作成されたシャーシプロファイルはテンプレー
トのすべてのプロパティを継承しますが、このテンプレートが更新されても更新されませ

ん。

• [更新（Updating）]：このテンプレートから作成されたシャーシプロファイルは接続が維
持され、このテンプレートが更新されると更新されます。

ステップ 3 [ポリシー（Policies）]タブをクリックし、シャーシプロファイルテンプレートに既存のポリシー
を割り当てます。

ポリシーをクリックし、右側のドロップダウンオプションを使用して、テンプレートにポリシー

を割り当てることができます。

ステップ 4 [作成（Create）]をクリックします。
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テンプレートからのシャーシプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「Create Chassis Profile from Template」と入力
して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [インスタンス化するシャーシプロファイルテンプレート（Chassis Profile Template to Instantiate）]
から使用するシャーシプロファイルテンプレートを選択し、シャーシプロファイルを作成する

[組織（Organization）]を選択します。

ステップ 3 使用する [シャーシプロファイルの命名規則（Chassis Profile Naming Convention）]のタイプを指
定します。次のいずれかになります。

• [手動入力（ManualEntry）]：シャーシプロファイル名をカンマ区切り値として入力します。
シャーシプロファイルは入力した値ごとに作成されます。

• [詳細（Advanced）]：プレフィックス、サフィックス、シャーシプロファイルの数、先頭の
数字、桁数を入力します。

シャーシプロファイルは prefixXXsuffixの形式で作成されます。たとえば、400で始まり、4
桁を使用する 3つのシャーシプロファイルは、prefix0400suffix、prefix0401suffix、
prefix0402suffixという名前になります。

1つのテンプレートから一度に最大 99個のシャーシプロファイルを作成できま
す。

（注）

ステップ 4 [作成（Create）]をクリックします。

シャーシプロファイルへのシャーシの手動割り当て

手順

ステップ 1 テーブルの参照をクリックして、[プロファイル]を選択します。

ステップ 2 [プロファイル（Profiles）]ページで、変更するシャーシプロファイルを選択します。

ステップ 3 [シャーシプロファイル（Chassis Profile）]ページで、[ツール（Tools）]アイコンをクリックし、
[シャーシの手動割り当て（Assign Chassis Manually）]を選択します。

ステップ 4 シャーシプロファイルに割り当てるシャーシを選択します。

ステップ 5 [指定する（Assign）]をクリックします。
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シャーシプロファイルテンプレートの詳細
シャーシプロファイルテンプレートの詳細ページには、シャーシプロファイルテンプレートの詳

細情報が表示されます。ここから、次の操作を実行できます。

•監査ログの表示

•このシャーシプロファイルテンプレートからのシャーシプロファイルの作成

•シャーシプロファイルテンプレートの削除、複製、または名前変更

テンプレートテーブル

[テンプレート]ページでは、CiscoUCSCentralのすべてのテンプレートを表示できます。次のテン
プレートのタイプを表示するようにフィルタ処理できます。

•シャーシプロファイルテンプレート

•サービスプロファイルテンプレート

• vHBAテンプレート

• vNICテンプレート

このページから、次の操作を実行できます。

• 1つ以上のテンプレートへのタグの追加。

• 1つ以上のテンプレートの削除。

•テンプレートの詳細ページの表示。選択したテンプレートをクリックします。

シャーシプロファイルの詳細
シャーシプロファイルの詳細ページには、シャーシプロファイルの詳細情報が表示されます。こ

こから、次の操作を実行できます。

•ログと設定ステータスの表示

•このシャーシプロファイルからのシャーシプロファイルテンプレートの作成

•シャーシプロファイルテンプレートからのバインドまたはアンバインド

•シャーシの割り当てまたは割り当て解除

•関連付けられたシャーシへの設定の再度適用

•シャーシプロファイルの削除、複製、または名前変更

•シャーシの確認と解放

Cisco UCS Central ストレージ管理ガイド、リリース 1.5    
55

シャーシプロファイルとテンプレート

シャーシプロファイルテンプレートの詳細



•シャーシのロケータLEDの点灯または消灯

•特定のCisco UCSドメインのCisco UCS Managerを起動します。

（注） •使用するブラウザでポップアップが有効にされている必要があります。

• CiscoUCSManagerリリース3.1(2)以降の場合、HTML5GUIが起動します。
Cisco UCS ManagerのクレデンシャルがCisco UCS Centralログインのクレ
デンシャルと一致する場合、ログイン情報を求られることなくCiscoUCS
Manager GUIに自動的にログインされます。

• Cisco UCS Managerリリース3.1(1)以前の場合、JavaベースのGUIが起動し
ます。

ローカルシャーシプロファイル

ローカルシャーシプロファイルの詳細ページには、ローカルシャーシプロファイルの詳細情報

が表示されます。ローカルシャーシプロファイルは Cisco UCS Managerによって管理されます。

ここから、次の操作を実行できます。

•ログの表示

•シャーシの確認と解放

•シャーシのロケータLEDの点灯または消灯

•特定のCisco UCSドメインのCisco UCS Managerを起動します。

（注） •使用するブラウザでポップアップが有効にされている必要があります。

• CiscoUCSManagerリリース3.1(2)以降の場合、HTML5GUIが起動します。
Cisco UCS ManagerのクレデンシャルがCisco UCS Centralログインのクレ
デンシャルと一致する場合、ログイン情報を求られることなくCiscoUCS
Manager GUIに自動的にログインされます。

• Cisco UCS Managerリリース3.1(1)以前の場合、JavaベースのGUIが起動し
ます。
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プロファイルテーブル

プロファイルページでは、CiscoUCSCentralのすべてのサービスプロファイルまたはすべてのシャー
シプロファイルを表示できます。ページの上部から[サービスプロファイル]または[シャーシプロ
ファイル]を選択します。

このページから、次の操作を実行できます。

•表示するサービスプロファイルまたはシャーシプロファイルのフィルタ処理。

• 1つ以上のサービスプロファイルまたはシャーシプロファイルへのタグの追加。

• 1つ以上のサービスプロファイルまたはシャーシプロファイルの削除。

•プロファイルの詳細ページの表示。選択したサービスプロファイルまたはシャーシプロファ
イルをクリックします。

シャーシインベントリ
[シャーシ]ページには、登録されたCisco UCSドメインに関連付けられたシャーシに関する次の情
報が表示されます。

ステータス構成ハードウェアシャーシ

この列には、シャーシ

に関する次のステータ

スが表示されます。

•全体のステータス

•最悪障害レベル

•電源ステータス

•温度ステータス

•解放されたシャー
シ

有効なシャーシ

IDを指定するこ
とによって、

シャーシを再稼動

できます。

この列には、シャーシ

に関する次の設定が表

示されます。

•設定ステータス

•設定エラーカウ
ント

この列には、シャーシ

に関する次のハード

ウェア情報が表示され

ます。

•シャーシのモデル
番号

•シャーシのシリア
ル番号

•ブレードの数

この列には、シャーシ

に関する次の情報が表

示されます。

•関連するドメイン
名とシャーシ ID

•ドメイングルー
プの場所

•ファブリック側
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ストレージシャーシビュー

[ストレージシャーシ（StorageChassis）]ページでは、CiscoUCSドメイン内のすべてのCiscoUCS
C3260ストレージサーバを管理および監視できます。

選択したシャーシとそのコンポーネントに関する次の情報を表示できます。

• [基本（Basic）]：選択したシャーシ内のすべてのコンポーネントの全体的ステータスと概要、
障害サマリー、設定エラー、およびハードウェア詳細が表示されます。

• [システム I/Oコントローラ（System IO Controllers）]：共有アダプタの全体的なステータス
と詳細情報が表示されます。

• [サーバ（Servers）]：このシャーシに関連付けられたサーバの全体的ステータス、ハードウェ
ア詳細、およびファームウェア詳細が表示されます。サーバを選択すると、サーバ詳細ビュー

ページにリダイレクトされます。

• [SASエクスパンダ（SASExpanders）]：このシャーシに関連付けられた各SASエクスパンダ
の全体的なステータス、設定、およびハードウェアが表示されます。

• [ストレージエンクロージャ（StorageEnclosures）]：このシャーシに関連付けられたストレー
ジエンクロージャの全体的なステータスおよび設定がエンクロージャ別またはスロット別に

表示されます。

• [ストレージ（Storage）]：選択したサーバ内のストレージのリストが表示されます。ディス
クを選択すると、現在の全体的ステータス、ハードウェアの詳細、およびコントローラの詳

細が表示されます。

• [ファン（Fans）]：シャーシ内のファンのリストが表示されます。ファンを選択すると、そ
のモジュールに関する情報、全体的ステータス、およびハードウェア詳細が表示されます。

• [PSU（PSUs）]：シャーシ内のすべての PSUのリストが表示されます。PSUを選択すると、
その障害サマリーに関する情報、全体的ステータス、およびその他のプロパティ詳細が表示

されます。

また、次のタスクも実行できます。

•シャーシの確認と解放。

•シャーシのロケータ LEDの点灯または消灯。

•選択したシャーシのディスカバリポリシーの変更。

•特定のCisco UCSドメインのCisco UCS Managerを起動します。
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（注） •使用するブラウザでポップアップが有効にされている必要があります。

• CiscoUCSManagerリリース3.1(2)以降の場合、HTML5GUIが起動します。
Cisco UCS ManagerのクレデンシャルがCisco UCS Centralログインのクレ
デンシャルと一致する場合、ログイン情報を求られることなくCiscoUCS
Manager GUIに自動的にログインされます。

• Cisco UCS Managerリリース3.1(1)以前の場合、JavaベースのGUIが起動し
ます。

シャーシプロファイル設定ステータスの表示

手順

ステップ 1 テーブルの参照アイコンをクリックして、[プロファイル]を選択します。

ステップ 2 [シャーシプロファイル]をクリックします。

ステップ 3 設定ステータスを表示するシャーシプロファイルを選択します。

ステップ 4 選択した詳細ビューページで、[アラート]アイコンをクリックして、[設定ステータス]を選択し
ます。

[設定ステータス]ページが表示されます。

ステップ 5 [閉じる]をクリックして、ウィンドウを閉じます。

シャーシプロファイルの障害

シャーシプロファイルおよび関連付けられたシャーシの両方で生じた障害をまとめて確認するに

は、シャーシプロファイルのページで、[アラート（Alerts）]アイコンをクリックして、[障害
（Faults）]を選択します。次の情報が表示されます。

• [フィルタ（Filters）]：テーブルのデータを重大度、障害タイプ、タイムスタンプでフィルタ
リングします。

• [コード（Code）]：障害に関連付けられた固有識別子。

• [タイムスタンプ（Timestamp）]：障害が発生した日付と時刻。

• [原因（Cause）]：障害の原因の簡単な説明。

• [影響を受けるオブジェクト（AffectedObject）]：この問題の影響を受けるコンポーネントの
名前および場所とそのコンポーネントが見つかったドメイン。
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• [障害の詳細（Fault Details）]：ログメッセージに関する詳細情報。

• [重大度（Severity）]：障害の重大度を示すアイコン表示。テーブルの下にアイコンキーが
表示されます。

• [アクション（Action）]：障害に必要なアクション。

シャーシプロファイルインベントリの障害

シャーシプロファイルに関連付けられた各シャーシで生じた障害を確認できます。シャーシ障害

を表示するには、[シャーシプロファイル（Chassis Profile）]詳細ページの [シャーシ障害サマリー
（Chassis Fault Summary）]セクションで [障害（Faults）]アイコンをクリックします。[障害ログ
（Faults Logs）]ページに、障害のタイプと重大度レベルに関する情報が表示され、ユーザによる
障害のモニタおよび確認ができるようになります。

• [フィルタ（Filters）]：テーブルのデータを重大度、障害タイプ、タイムスタンプでフィルタ
リングします。

• [コード（Code）]：障害に関連付けられた固有識別子。

• [タイムスタンプ（Timestamp）]：障害が発生した日付と時刻。

• [原因（Cause）]：障害の原因の簡単な説明。

• [影響を受けるオブジェクト（AffectedObject）]：この問題の影響を受けるコンポーネントの
名前および場所とそのコンポーネントが見つかったドメイン。

• [障害の詳細（Fault Details）]：ログメッセージに関する詳細情報。

• [重大度（Severity）]：障害の重大度を示すアイコン表示。テーブルの下にアイコンキーが
表示されます。

• [アクション（Action）]：ユーザの確認が必要かどうか。

シャーシディスカバリポリシー
シャーシディスカバリポリシーは、シャーシディスカバリ後に特定のシャーシをファブリック

ポートチャネルに含めるかどうかを決定します。これにより、ファブリックインターコネクトご

とに異なるシャーシ接続モードが利用できます。デフォルトでは、シャーシディスカバリポリ

シーはグローバルに設定されます。これにより、接続制御は、シャーシが新しく検出されたとき

に、ドメイングループシステムポリシーのシャーシ/FEXリンクグルーピングポリシーに設定さ
れた内容を使用して設定されます。ドメイングループの装置ポリシー設定に応じて、シャーシリ

ンクはすべて同じポートチャネルに設定されるか、または複数の単一リンクに設定されます。

シャーシのシャーシディスカバリポリシーの手動設定には、次のオプションがあります。

• [なし（None）]：すべてのリンクは単一リンクとして機能します。
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• [ポートチャネル（Port Channel）]：すべてのリンクは 1つのポートチャネルとして機能しま
す。

• [グローバル（Global）]：すべてのリンクで、ドメイングループ全体の装置ポリシー設定が
使用されます。

詳細については、『Managing Equipment Policies in the CiscoUCSCentral AdministrationGuide』
を参照してください。

シャーシディスカバリポリシーが適用できるのは、ハードウェア構成としてファブリック

ポートチャネルがサポートされており、シャーシがファブリックインターコネクトに直接接

続されている場合だけです。

（注）

シャーシディスカバリポリシーの設定

手順

ステップ 1 テーブルの参照アイコンをクリックして、[シャーシ]を選択します。

ステップ 2 シャーシをクリックします。

ステップ 3 シャーシのページで[タスク（Tasks）]アイコンをクリックして、[ディスカバリポリシー（Discovery
Policy）]を選択します。

ステップ 4 グローバルドメイングループポリシーを使用するか、すべてのリンクを 1つのポートチャネル
として機能させるか、またはすべてのリンクを単一リンクとして機能させるかを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

シャーシメンテナンスポリシー
シャーシメンテナンスポリシーでは、シャーシプロファイルに変更が行われたときにシャーシを

いつリブートするのかを決定します。デフォルトでは、シャーシメンテナンスポリシーは、再起

動する前に必ずユーザに変更の確認を求めます。

シャーシメンテナンスポリシーの作成または編集

すべてのシャーシメンテナンスポリシーは、どのメンテナンス関連設定をシャーシに適用する場

合でも、その前にユーザの承認を必要とします。
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手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。アクションバーで、「メンテナンスポリシーの作
成」と入力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [メンテナンスポリシー作成]ダイアログボックスで、[シャーシ]を選択します。

ステップ 3 ポリシーを作成する[組織]を選択し、[名前]と、オプションで[説明]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [評価]をクリックして、ポリシーの影響を表示します。

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックします。

シャーシファームウェアパッケージポリシー
[シャーシファームウェアパッケージポリシー]ページには、個々のシャーシファームウェアパッ
ケージポリシーに関する詳細が表示されます。このページから、ポリシーを編集したり、ポリシー

が関連付けられているシャーシを確認できます。

シャーシファームウェアパッケージポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「Create Chassis Firmware Package Policy」と入
力して、Enterキーを押します。

ステップ 2 [シャーシファームウェアパッケージポリシー（Chassis Firmware Package Policy）]ダイアログ
ボックスで、[基本（Basic）]をクリックし、ポリシーを作成する[組織（Organization）]を選択し
ます。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 環境の要件に応じて、ファームウェアの [シャーシバージョン（ChassisVersion）]を選択します。
Cisco UCS Managerバージョン 3.1(2)以降の Cバンドルのみサポートされていま
す。

（注）

ステップ 5 [コンポーネント（Components）]タブで、[追加（Add）]をクリックし、ファームウェアアップ
デートから除外するコンポーネントを選択します。

アップデートに含められるコンポーネントとアップデートから除外されるコンポーネントが表示

されます。除外できるコンポーネントは次のものです。

•シャーシアダプタ
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•シャーシボードコントローラ

•シャーシ管理コントローラ

•ローカルディスク

• SASエクスパンダ

•ストレージコントローラ

a) すべてのコンポーネントを除外するには、[除外コンポーネント（ExcludedComponents）]をク
リックします。

b) 除外コンポーネントを削除するには、[削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。
ポリシーの影響を確認するには、[評価（Evaluate）]をクリックしま
す。

（注）

ディスクゾーン分割ポリシー
ディスクゾーン分割ポリシーでは、シャーシプロファイルに関連付けられているシャーシサーバ

上のディスクを管理できます。ディスクゾーン分割ポリシーを作成した後は、ディスクゾーン分

割ポリシーページで、そのポリシー内の情報を確認できます。

ストレージコントローラに応じて、ディスクゾーン分割ポリシーでサポートされるディスクタイ

プが異なる場合があります。

サポートされるディスクタイプストレージコントローラ

未割り当てディスク、専用ディスク、およびシャーシスペアディス

クをサポートします。

UCSC-C3X60-R1GB

UCSC-C3K-M4SRBサーバのみの未割り当てディスク、専用ディス
ク、およびシャーシスペアディスクをサポートします。

UCS-C3K-M4RAID

データストレージ操作の共有ディスクのみをサポートします。LUN
は共有ディスクで作成できません。

UCSC-C3X60-HBA
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ディスクゾーン分割ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。 Create Disk Zoning Policyと入力し、Enterキーを押
します。

ステップ 2 [基本]タブで、[名前]とオプションで[説明]を入力します。

ステップ 3 [設定を保存する]を有効にするかどうかを選択します。
有効にすると、シャーシに設定されているディスクゾーン分割は、シャーシがシャーシプロファ

イルに関連付けられているときの状態のまま残ります。無効にする場合は、[ディスクスロット]タ
ブにディスクゾーン分割の設定を入力します。

ステップ 4 [ディスクスロット]で、次のとおりにディスクを割り当てます。

• [未割り当て]：ディスクはサーバに表示されず、専用、共有、またはシャーシのホットスペ
アとして割り当てることができます。

• [専用]：ディスクは指定されたコントローラに割り当てられ、シャーシ内の他のコントロー
ラに表示されません。

• [共有]：ディスクは複数のサーバとコントローラに表示され、ディスクフェールオーバーに
使用できます。各ディスクスロットには2つのコントローラが割り当てられている必要があ
ります。

• [シャーシグローバルホットスペア]：コントローラのホットスペアを使用できない場合にディ
スクがコントローラで使用可能になります。

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックします。

システム IO 設定ステータスの表示

手順

ステップ 1 テーブルの参照アイコンをクリックして、[シャーシ]を選択します。

ステップ 2 ストレージシャーシをクリックします。

ステップ 3 [ストレージシャーシ]ページで、[システム I/Oコントローラ]をクリックします。

ステップ 4 システム I/Oコントローラをクリックして展開します。

ステップ 5 [ツール]アイコンをクリックして、[設定ステータス]を選択します。

ステップ 6 [ストレージシャーシ]ページで、[システム I/Oコントローラ]をクリックします。
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[システム I/Oコントローラ]ダイアログボックスには、SIOC、CMC、およびシャーシディスカバ
リ設定ステータスが表示されます。

ステップ 7 [閉じる（Close）]をクリックします。
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第 8 章

ストレージプロファイル

この章は、次の項で構成されています。

• ストレージプロファイル, 67 ページ

• ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー, 74 ページ

ストレージプロファイル
ストレージプロファイルを作成して使用することで、ストレージディスクの数、これらのディス

クのロールと用途、およびその他のストレージパラメータを柔軟に定義できます。ストレージプ

ロファイルには、1つ以上のサービスプロファイルのストレージ要件がカプセル化されます。ス
トレージプロファイルで設定された LUNは、ブート LUNまたはデータ LUNとして使用でき、
また特定のサーバ専用にすることができます。さらに、ローカル LUNをブートデバイスとして
指定することも可能です。

Cisco UCSのラックとブレードサーバのストレージプロファイルは、Cisco UCS Managerリリー
ス2.2.7以降、およびCisco UCS Managerリリース3.1.1以降でサポートされます。

CiscoUCSMシリーズモジュラサーバはすでに廃止されているため、CiscoUCSCentralリリー
ス 1.4で作成されたブート順序のストレージプロファイルは Cisco UCS Centralリリース 1.5で
はサポートされていません。

（注）

ストレージプロファイルを使用すれば、次の操作を実行できます。

•複数の仮想ドライブを設定して、仮想ドライブで使用される物理ドライブを選択する。

•仮想ドライブのストレージ容量を設定する。

•ディスクグループ内のディスクの台数、タイプ、および役割を設定する。

•サービスプロファイルとストレージプロファイルを関連付ける。
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LUNのサイズ変更はサポートされていません。（注）

仮想ドライブ

1つのディスクグループは、複数の仮想ドライブにパーティション分割できます。その場合、オ
ペレーティングシステムには各仮想ドライブが個別の物理デバイスとして表されます。

ディスクグループのすべての仮想ドライブは、同じ 1つのディスクグループポリシーを使用し
て管理する必要があります。

設定状態

[設定状態（Configuration States）]には、仮想ドライブの設定状態が示されます。仮想ドライブの
設定状態は次のいずれかになります。

• [適用中（Applying）]：仮想ドライブを作成中です。

• [適用済み（Applied）]：仮想ドライブの作成が完了したか、仮想ディスクポリシーの変更が
設定されて正常に適用されました。

• [適用失敗（Failed toapply）]：基礎となるストレージサブシステムで発生したエラーにより、
仮想ドライブの作成、削除、または名前変更が失敗しました。

• [孤立]:この仮想ドライブを含むサービスプロファイルが削除されているか、またはサービス
プロファイルとストレージプロファイルとの関連付けが解除されています。

• [未使用（Not in use）]：この仮想ドライブが含まれていたサービスプロファイルが関連付け
解除状態になっています。

展開状態

[展開状態（Deployment States）]には、仮想ドライブで実行中のアクションが示されます。仮想ド
ライブの展開状態は次のいずれかになります。

• [アクションなし（No action）]：仮想ドライブに対して保留中の作業項目はありません。

• [作成中（Creating）]：仮想ドライブを作成中です。

• [削除中（Deleting）]：仮想ドライブを削除中です。

• [変更中（Modifying）]：仮想ドライブを変更中です。

• [適用失敗（Apply-Failed）]：仮想ドライブの作成または変更が失敗しました。

動作状態

[動作状態（Operability States）]には、仮想ドライブの動作状態が示されます。仮想ドライブの動
作状態は次のいずれかになります。
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• [最適（Optimal）]：仮想ドライブの動作状態は正常です。設定されているすべてのドライブ
がオンラインです。

• [縮退（Degraded）]：仮想ドライブの動作状態は最適ではありません。設定されたドライブ
のいずれかに障害が発生したか、オフラインの状態です。

• [キャッシュデグレード]:仮想ドライブはWrite Back Good BBUモードのキャッシュ書き込み
ポリシーを使用して作成されましたが、BBUに障害が発生したか、BBUがありません。

Always Write Backモードを選択した場合は、この状態になりません。（注）

• [部分的に縮退（Partially degraded）]：RAID 6仮想ドライブの動作状態が最適ではありませ
ん。設定されたドライブのいずれかに障害が発生したか、オフラインの状態です。RAID 6
は、最大 2件のドライブ障害を許容できます。

• [オフライン（Offline）]：仮想ドライブが、RAIDコントローラで使用できません。これは実
質的に障害状態です。

• [不明（Unknown）]：仮想ドライブの状態は不明です。

プレゼンス状態

[プレゼンス状態（Presence States）]には、仮想ドライブコンポーネントのプレゼンスが示されま
す。仮想ドライブのプレゼンス状態は次のいずれになります。

• [実装済み（Equipped）]：仮想ドライブを利用できます。

• [不一致（Mismatched）]：仮想ドライブの展開状態が、その仮想ドライブに設定されている
状態と異なります。

• [欠落（Missing）]：仮想ドライブがありません。

仮想ドライブの命名

Cisco UCS Centralを使用して仮想ドライブを作成すると、Cisco UCS Centralがその仮想ドライブに
固有IDを割り当てます。以降の操作では、このIDを使用して確実に仮想ドライブを識別できます。
CiscoUCSCentralでは、サービスプロファイルを関連付ける時点で仮想ドライブに柔軟に名前を付
けられるようにもなっています。サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない

仮想ドライブは、いずれも孤立した仮想ドライブとしてマークされます。

固有 IDに加え、名前がドライブに割り当てられます。名前は、次の 2つの方法で割り当てられま
す。

•仮想ドライブを設定する際に、ストレージプロファイルで参照できる名前を、ユーザが明示
的に割り当てることができます。

•ユーザが仮想ドライブの名前をプロビジョニングしなかった場合、Cisco UCS Centralが仮想
ドライブの一意の名前を生成します。
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サービスプロファイルまたはサーバによって参照されていない仮想ドライブの名前は変更するこ

とができます。

RAID レベル
ディスクグループの RAIDレベルは、可用性、データの冗長性、および I/Oパフォーマンスの確
保を目的とした、ディスクグループでのデータの編成方法を表します。

RAIDにより、次の機能が提供されます。

•ストライピング：複数の物理デバイスでデータをセグメント化します。これにより、デバイ
スの同時アクセスが可能になり、スループットが向上するため、パフォーマンスが向上しま

す。

•ミラーリング：同じデータを複数のデバイスに書き込むことで、データの冗長性を確保しま
す。

•パリティ：デバイスで障害が発生した場合にエラーを修正できるよう、追加のデバイスに冗
長データを保管します。パリティによって完全な冗長性が実現されることはありませんが、

シナリオによってはエラーリカバリが可能になります。

•スパニング：複数のドライブを 1つの大容量ドライブとして使用できます。たとえば、4台
の 20 GBドライブを結合して、1台の 80 GBドライブのように扱うことができます。

サポートされている RAIDレベルは次のとおりです。

• RAID0ストライピング：データはアレイのすべてのディスクにストライピングされ、高速ス
ループットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生する

と、すべてのデータが失われます。RAID 0には少なくとも1台のディスクが必要です。

• RAID 1ミラーリング：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発生
した場合に完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの小さ
い方の空き容量に等しくなります。RAID 1には少なくとも2台のディスクが必要です。

• RAID5パリティ付きストライピング：データはアレイのすべてのディスクにストライピング
されます。各ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用でき

るパリティ情報が格納されます。RAID5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーション
に適切なデータスループットを提供します。

RAID5は、RAID-5グループに属する複数のディスクにパリティデータブロックを配分しま
す。RAID 5には、3台以上のディスクが必要です。

• RAID 6デュアルパリティ付きストライピング：データをアレイのすべてのディスクにスト
ライピングし、2つのパリティデータセットを使用することで、最大 2台の物理ディスクを
障害から保護します。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されま
す。

2つ目のパリティブロックが追加される点を除けば、RAID 6は RAID 5と同じ機能です。
RAID 6には 4台以上のディスクが必要です。
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• RAID 10ミラーリングおよびストライピング：RAID 10はミラーリングされたディスクのペ
アを使用して完全なデータ冗長性を提供し、ブロックレベルのストライピングによって高い

スループットレートを実現します。RAID10は、パリティおよびブロックレベルのストライ
ピングを使用しないミラーリングを行います。RAID10には4台以上のディスクが必要です。

• RAID 50 Striped Parity and Striped:データが複数のストライプ化されたパリティディスクセッ
トにストライプ化され、高いスループットと複数のディスク故障耐性を提供します。RAID
50には6台以上のディスクが必要です。

• RAID 60 Striped Dual Parity and Striped:データが複数のストライプ化されたパリティディスク
セットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク故障耐性を提供します。

RAID 60には8台以上のディスクが必要です。

サポートされている LUN の変更
LUNが関連付けられたサーバにすでに展開されているとしても、LUN設定に対する一部の変更は
サポートされます。

次のタイプの変更を行うことができます。

•新しい仮想ドライブの作成。

•孤立した状態にある既存の仮想ドライブの削除。

•既存の仮想ドライブに対する、再構成を伴わない変更。次の変更は、データ損失やパフォー
マンスの低下を伴わずに既存の仮想ドライブに対して行うことができます。

•ポリシー変更。たとえば、キャッシュ書き込みポリシーを変更するなどです。

•ブートパラメータの変更。

LUNを削除すると、警告が表示されます。データ損失を回避するための措置を取ってください。

サポートされていない LUN の変更
既存のLUNに対する変更の中には、元の仮想ドライブを破棄して新しい仮想ドライブ作成しなけ
れば適用できない変更があります。その場合はすべてのデータが失われるため、そのような変更

はサポートされていません。

再構成を伴う既存の仮想ドライブに対する変更はサポートされていません。サポートされていな

い、再構成を伴う変更は次のとおりです。

•再構成を通して可能となる、サポートされている任意の RAIDレベルの変更。たとえば、
RAID0から RAID1への変更。

•再構成を通した仮想ドライブのサイズ増加。

•再構成を通したディスクの追加および削除。
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破壊的変更もサポートされていません。サポートされていない破壊的変更は次のとおりです。

•再構成をサポートしない RAIDレベルの変更。たとえば、RAID5から RAID1への変更。

•仮想ドライブのサイズ縮小。

•同じドライブグループに他の仮想ドライブが存在する状況における、再構成をサポートする
RAIDレベルの変更。

•ディスクグループに仮想ドライブを収容するだけのスペースが残っていない場合のディスク
の削除。

•仮想ドライブで使用しているディスクセットの明示的変更。

LUN の参照解除
LUNを使用するサービスプロファイルがなくなると、LUNの参照は解除されます。LUNの参照
解除は、次のシナリオの一環として行われる場合があります。

• LUNがストレージプロファイルから参照されなくなった。

•ストレージプロファイルがサービスプロファイルから参照されなくなった。

•サーバの関連付けがサービスプロファイルから解除された。

•サーバが稼働停止された。

LUNが参照されなくなっても、サーバがまだ関連付けられている場合は、再関連付けが行われま
す。LUNが含まれていたサービスプロファイルの関連付けが解除されると、LUNの状態は「未
使用」に変更されます。LUNが含まれていたサービスプロファイルが削除されると、LUNの状
態は [孤立（Orphaned）]に変更されます。サーバを解放すると、サーバに関連付けられていた
LUNはすべて「未使用」または「孤立」状態に変更されます。ただし、実際の LUNを削除する
処理は実行されません。

孤立状態になった LUNは共有ストレージに残り、コンテンツはそのまま保持されます。孤立
LUNを再利用してデータを取得し、新しいサービスプロファイルにLUNを関連付けることが
できます。

（注）
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ストレージプロファイルの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。 Create Storage Profileと入力して、Enterキーを押し
ます。

ステップ 2 [ストレージプロファイル]ダイアログボックスで、[基本]をクリックして、ストレージプロファイ
ルを作成する[組織]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 ストレージプロファイルを適用する予定のサーバタイプを選択します。

ステップ 5 [ローカルLUN]で、[追加]をクリックして、新しいローカルLUNを追加します。

ステップ 6 [基本]をクリックして新しいLUNを追加するか、または[要求モード]をクリックして以前に孤立し
たLUNを再要求します。
要求モードでローカルLUNを作成すると、ストレージプロファイルが関連付けられたサービスプ
ロファイルに適用されるときに、孤立したLUNが要求されます。

ステップ 7 [基本]タブで、次の操作を行います。
a) サイズをGB単位で入力します。
サイズは1 GB～10240 GBにする必要があります。

b) ローカルLUNの自動展開を有効にするかどうかを選択します。
c) このLUNを使用可能なディスクグループ全体で使用するように展開できるようにするかどうか
を選択します。各サービスプロファイルで、1つのLUNのみがこのオプションを使用できます。

ステップ 8 [ディスクグループ]タブで、適用する[ディスクグループ設定ポリシー]を選択します。

ステップ 9 [コントローラDef]で、[追加]をクリックします。

ステップ 10 このローカルディスクポリシーを使用するサービスプロファイルが異なる物理ディスク設定のサー

バに関連付けられることを防ぐには、設定保護を有効にします。

サービスプロファイルに設定保護が有効なローカルディスクポリシーが含まれていて、そのサー

ビスプロファイルが異なるローカルディスク設定のディスクが含まれているサーバに関連付けら

れようとすると、その関連付けは設定不一致エラーでただちに失敗します。

ローカルディスクに存在する可能性があるデータをすべて保持できるように、設定保護を

有効にすることを推奨します。無効にすると、ローカルディスク設定ポリシーに一致しな

い既存のボリュームは削除されます。

注意

ステップ 11 RAIDレベルを設定します。
さまざまなレベルの詳細については、RAIDレベル, （70ページ）を参照してください。

ステップ 12 [作成（Create）]をクリックします。
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ディスクグループおよびディスクグループ設定ポリシー
シャーシ内のサーバは、そのシャーシ内で集中管理されたストレージを使用することができます。

ストレージに使用するディスクを選択して設定できます。これらの物理ディスクの論理集合は

「ディスクグループ」と呼ばれます。ディスクグループを使用すれば、ローカルディスクを整

理できます。ストレージコントローラは、ディスクグループの作成と設定を制御します。

ディスクグループ設定ポリシーは、ディスクグループの作成方法と設定方法を定義したもので

す。このポリシーで、ディスクグループに使用する RAIDレベルを指定します。また、ディスク
グループのディスクの手動選択または自動選択とディスクのロールも指定します。1つのディス
クグループポリシーを使用して、複数のディスクグループを管理できます。ただし、1つのディ
スクグループを複数のディスクグループポリシーで管理することはできません。

ディスクグループ設定ポリシーの作成または編集

手順

ステップ 1 [アクション]バーで、次のように入力します。で、「ディスクグループ設定ポリシー」と入力し
て、Enterキーを押します。

ステップ 2 [ディスクグループ設定ポリシー]ダイアログボックスで、[基本]をクリックし、ディスクグループ
設定ポリシーを作成する[組織]を選択します。

ステップ 3 [名前（Name）]とオプションの [説明（Description）]を入力します。
この名前では大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [RAIDレベル（Raid Level）]を選択します。
次のいずれかになります。

•プラットフォームのデフォルト

•シンプル

• RAID

• RAID 0ストライピング

• RAID 1ミラーリング

• RAID 5パリティ付きストライピング

• RAID 6デュアルパリティ付きストライピング

• RAID 10ミラーリングおよびストライピング

• RAID 50パリティ付きストライピングおよびストライピング

• RAID 60デュアルパリティ付きストライピングおよびストライピング
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ステップ 5 [ディスクグループ]で、次のいずれかを選択します。

• [自動]: [ドライブのタイプ]を選択して、ドライブ情報の値を入力し、残りのディスクを使用
するかどうかを選択します。

• [手動]:ディスクスロット IDを追加し、スロットのSPANおよびディスクロールを選択しま
す。

ステップ 6 [仮想ドライブ（Virtual Drive）]アイコンで、必要に応じてフィールドに値を入力します。

ステップ 7 [作成（Create）]をクリックします。
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